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表

型　式

凍結防止ヒータ容量
電源電圧

貯湯容量
外形寸法（HxWxD）

製品重量
満水時重量
外気温度範囲
貯湯温度範囲

保温性能（10時間放置後の温度低下）
最低給水圧
最高使用圧力

圧力逃がし弁設定値
最高給水圧
最大給湯流量

内部圧力損失（流量：50L／min）

V
W
L
mm
kg
kg
℃
℃
℃
kPa
kPa
kPa
kPa
L／min
kPa

M-VT4000N-H M-VT1000N-H M-VT1000N-M
単相200V 50／60Hz

130
1000

2380x1590x830
420
1430

31

410
4000

2380x1590x3140
1200
5230

～90

100
490

400
50

86

※3

※1

配管接続口
継手規格

給水入口
温水出口

排水口（ドレン）
熱源機接続口（給水往側）
熱源機接続口（温水還側）

Rc1-1／4（32A） メネジ　材質：真鍮

タンクから熱源機までの片道配管長さ m

高低差制限
タンク～熱源機
タンク～供給端

m
m

15m（相当長：配管径20Aの場合   ）

±5m
階下5mまで

※4

※7

※8

水　質
pH（25℃）
電気伝導率（25℃）
塩化物イオン
硫酸イオン
酸消費量（pH4.8）
硫酸イオン／酸消費量（pH4.8）
全硬度
カルシウム硬度
イオン状シリカ

基準項目

参考項目 鉄
銅
硫化物イオン
アンモニウムイオン
残留塩素
遊離炭酸
安定度指数

-
mS／m
mgCl ／L
mgSO  ／L

-

mgCaCO ／L
mgSiO ／L
mgFe／L
mgCu／L
mgS ／L
mgNH  ／L
mgCl／L
mgCO ／L
-

-

2-

4

3

mgCaCO ／L3

mgCaCO ／L3

2

2-

+

4

2

内蔵部品
オプション

内部保温材
外装

内部500Lシリンダタンク材質

7.0～8.0
30以下

上水道水

30以下
30以下
50以下
0.5以下
70以下
50以下
20以下
0.3以下
0.1以下

検出されないこと
0.1以下
0.3以下
4.0以下
-

圧力逃がし弁,空気抜き弁,排水弁
中継配線セット　型式：MTH-Q1(10ｍ），Q2(20ｍ）※9

※1：出荷時に内蔵されている凍結防止ヒータの消費電力。
※2：貯湯温度65℃、外気温度20℃での温度低下。
※3：供給端までの圧力損失を考慮して給水圧を確保してください。圧力損失が大きいと出湯量が確保できません。
※4：相当長15mを超える場合は、配管径の見直しを行い、圧力損失を同等としてください。（例：25Aの場合、45mに相当します。）
：配管長が長く、配管径を太くすると配管からの放熱量が増え、密閉式タンクに還る出湯温度が低下しますのでご注意ください。（例：20Aから25Aへ太くすると約1℃の温度低下となります。）
：一方、エコキュートと密閉式タンク間の接続配線長は、20m以内としてください。

※5：配管長/配管径の変更はできません。
※6：連結するタンク間には高低差がないよう設置してください。
※7：密閉式タンクよりもエコキュートを2m以上下に設置する場合は、エコキュート温水出口側配管の近傍に逃がし弁（450kPa設定）を必ず設置してください。
※8：階下給湯を行う場合は、給湯配管に負圧防止弁、自動空気抜き弁および流量調整弁を設置してください。階下給湯は5m以内を限度としてください。
※9：タンクユニットとエコキュートの設置距離に応じて形式を選択してください。

M-VT3000N-H

320
3000

2380x1590x2370
920
3940

-25～43

2.0

450±30

68

※2

110
1000

2380x1590x830
420
1430

31

M-VT3000N-L

290
3000

2380x1590x2370
920
3940

68

M-VT1000N-L

110
1000

2380x1590x830
420
1430

31

凍結防止切替弁,圧力逃がし弁,空気抜き弁,排水弁

SUS444

新日鉄製カラー鋼板 ｔ1.0　塗装色：アイボリー
グラスウール　密度*厚さ：16kg/m3*T50mm～48kg/m3*T30mm　（熱伝導率：0.043～0.049W/mK）

Rc3／4（20A） メネジ　材質：真鍮

※6

m
m

タンク間　連結配管長さ
タンク間　凍結防止回路配管長さ

凍結防止回路接続口

連結配管接続口（入口）
連結配管接続口（出口）

10m（相当長：配管径32Aの場合　）※5
30m（相当長：配管径20Aの場合   ）※5

Rc3／4（20A） メネジ　材質：真鍮 - Rc3／4（20A） メネジ　材質：真鍮
-

-

Rc1-1／4（32A） メネジ　材質：真鍮
-

Rc1-1／4（32A） メネジ　材質：真鍮 -
- Rc1-1／4（32A） メネジ　材質：真鍮

Rc1-1／4（32A） メネジ　材質：真鍮
-
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アンカーボルト用穴寸法

アンカーボルト用穴

76035 35

35
35

52
0

49
0

52
0

F

A

D

16
0

118

12
44

193

50

800

23
85

1600

23
11

830吊り下げ用アイボルト（M20）
（4箇所）

12
44

L4以上

L1以上

L2以上L3以上

配管接続部
配管・電装箱
メンテスペース

タンク
メンテ
スペース

タンクメンテスペース

据付スペース

正面側
電装箱 800L4

寸法 Ⅰ

100
500

L2
L1

L3 300

据付例 Ⅱ

400

500

800
800

（単位：mm）

B

118

C

80

排水出口
給湯出口
温水入口（熱源機より）

D
F

C

記号 内容

凍結防止回路接続口
連結配管接続口（入口）

B
Rc1     （真鍮 32A） 
Rc3／4（真鍮 20A）

A

Rc3／4（真 鍮 20A）

1／4

Rc1     （真鍮 32A）1／4
Rc1     （真鍮 32A）1／4

注（1） 周囲温度が0℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
        凍結防止ヒータを給水配管、給湯配管、熱源機渡り配管、凍結防止回路および
        ドレン排水管に取り付け、凍結防止工事を行ってください。
       （ヒータ出力等は技術資料を御確認ください）
  （2） 周囲温度が0℃以下とならない地域であっても、連結配管には保温ヒータが必要です。
        技術資料を御確認いただき、保温ヒータを取り付けてください。
  （3） 給水口の手前にストレーナ、減圧弁（二次側圧力400kPa調整済）、逆止弁、
        温度計、圧力計を取り付けてください。
        給湯口を出たところに負圧防止弁、逆止弁、圧力計、温度計を取り付けてください。　　　　　
  （4）長期間のご使用によってタンク内に水アカがたまったり配管材料の劣化などより
        水質の変化が起こる場合があります。
　（5）金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。
        絶縁フランジなどを使用して電食対策を行ってください。
  （6）基礎架台穴はM16アンカボルト用になっております。
        耐震強度に応じ適切なアンカボルト施工方法を選定してください。
  （7）ドレン口は常時開放にしてください。
  （8）特殊な雰囲気中（温泉地、海岸地区、油の多い所等）への設置については御相談ください。

⑴
　

M
-V

T1000N
-H

, -M
, -L

1.2　
外

形
図

・ M-VT1000N-H
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アンカーボルト用穴寸法

排水出口
連結配管接続口（出口）

C

記号 内容
連結配管接続口（入口）

B
Rc1     （真鍮 32A）A 1／4
Rc1     （真鍮 32A）1／4
Rc1     （真鍮 32A）1／4

アンカーボルト用穴

76035 35

35
35

52
0

49
0

52
0

C

A

B

16
0

118

12
44

193

50

800

23
85

1600

23
11

830吊り下げ用アイボルト（M20）
（4箇所）

L4以上

L1以上

L2以上L3以上

配管接続部
配管・電装箱
メンテスペース

タンク
メンテ
スペース

タンクメンテスペース

据付スペース

正面側
電装箱

800L4

寸法 Ⅰ

100
500

L2
L1

L3 100

据付例 Ⅱ

400

500

800
800

（単位：mm）

注（1） 周囲温度が0℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
        凍結防止ヒータを給水配管、給湯配管、熱源機渡り配管、凍結防止回路および
        ドレン排水管に取り付け、凍結防止工事を行ってください。
       （ヒータ出力等は技術資料を御確認ください）
  （2） 周囲温度が0℃以下とならない地域であっても、連結配管には保温ヒータが必要です。
        技術資料を御確認いただき、保温ヒータを取り付けてください。
  （3） 給水口の手前にストレーナ、減圧弁（二次側圧力400kPa調整済）、逆止弁、
        温度計、圧力計を取り付けてください。
        給湯口を出たところに負圧防止弁、逆止弁、圧力計、温度計を取り付けてください。　　　　　
  （4） 長期間のご使用によってタンク内に水アカがたまったり配管材料の劣化などより
        水質の変化が起こる場合があります。
  （5） 金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。
        絶縁フランジなどを使用して電食対策を行ってください。
  （6） 基礎架台穴はM16アンカボルト用になっております。
        耐震強度に応じ適切なアンカボルト施工方法を選定してください。
  （7） ドレン口は常時開放にしてください。
  （8） 特殊な雰囲気中（温泉地、海岸地区、油の多い所等）への設置については御相談ください。

・ M-VT1000N-M
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アンカーボルト用穴寸法

アンカーボルト用穴

76035 35

35
35

52
0

49
0

52
0

B

F

A

D

16
0

118

12
44

193

50

535265

23
85

1600

23
11

830吊り下げ用アイボルト（M20）
（4箇所）

C

12
44

118

L4以上

L1以上

L2以上L3以上

配管接続部
配管・電装箱
メンテスペース

タンク
メンテ
スペース

タンクメンテスペース

据付スペース

正面側
電装箱 800L4

寸法 Ⅰ

100
500

L2
L1

L3 100

据付例 Ⅱ

400

500

800
800

（単位：mm）

排水出口
連結配管接続口（出口）
凍結防止回路接続口

D
F

C

記号 内容

給水出口（熱源機へ）
給水入口

B
Rc1     （真鍮 32A）
Rc3／4（真鍮 20A）

A

Rc3／4（真鍮 20A）

1／4

Rc1     （真鍮 32A）1／4
Rc1     （真鍮 32A）1／4

注（1） 周囲温度が0℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
        凍結防止ヒータを給水配管、給湯配管、熱源機渡り配管、凍結防止回路および
        ドレン排水管に取り付け、凍結防止工事を行ってください。
        （ヒータ出力等は技術資料を御確認ください）
  （2） 周囲温度が0℃以下とならない地域であっても、連結配管には保温ヒータが必要です。
        技術資料を御確認いただき、保温ヒータを取り付けてください。
  （3） 給水口の手前にストレーナ、減圧弁（二次側圧力400kPa調整済）、逆止弁、
        温度計、圧力計を取り付けてください。
        給湯口を出たところに負圧防止弁、逆止弁、圧力計、温度計を取り付けてください。　　　　　
  （4） 長期間のご使用によってタンク内に水アカがたまったり配管材料の劣化などより
        水質の変化が起こる場合があります。
  （5） 金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。
        絶縁フランジなどを使用して電食対策を行ってください。
  （6） 基礎架台穴はM16アンカボルト用になっております。
　　　　耐震強度に応じ適切なアンカボルト施工方法を選定してください。
  （7） ドレン口は常時開放にしてください。
  （8） 特殊な雰囲気中（温泉地、海岸地区、油の多い所等）への設置については御相談ください。

・ M-VT1000N-L
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排水出口
給湯出口
温水入口（熱源機より）

D
F

C

記号 内容

凍結防止回路接続口
連結配管接続口（入口）

B
Rc1     （真鍮 32A）
Rc3／4（真鍮 20A）

A

Rc3／4（真鍮 20A）

1／4

Rc1     （真鍮 32A）1／4
Rc1     （真鍮 32A）1／4

注（1） 周囲温度が0℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
        凍結防止ヒータを給水配管、給湯配管、熱源機渡り配管、凍結防止回路および
        ドレン排水管に取り付け、凍結防止工事を行ってください。
       （ヒータ出力等は技術資料を御確認ください）
  （2） 周囲温度が0℃以下とならない地域であっても、連結配管には保温ヒータが必要です。
        技術資料を御確認いただき、保温ヒータを取り付けてください。

  （3） 給水口の手前にストレーナ、減圧弁（二次側圧力400kPa調整済）、逆止弁、
        温度計、圧力計を取り付けてください。
        給湯口を出たところに負圧防止弁、逆止弁、圧力計、温度計を取り付けてください。　　　　　
  （4） 長期間のご使用によってタンク内に水アカがたまったり配管材料の劣化などより
        水質の変化が起こる場合があります。

　（5） 金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。
        絶縁フランジなどを使用して電食対策を行ってください。

　（6） 基礎架台穴はM16アンカボルト用になっております。
        耐震強度に応じ適切なアンカボルト施工方法を選定してください。

　（7） ドレン口は常時開放にしてください。
　（8） 特殊な雰囲気中（温泉地、海岸地区、油の多い所等）への設置については御相談ください。

1600

23
85

23
11

2370吊り下げ用アイボルト（M20）
（4箇所）

16
0

118

12
44

50

800

D

A

F

B

12
44

118

750800 3535

35
35

アンカーボルト用穴

750

15
30

アンカーボルト用穴寸法

193

400以上

500以上

800以上800以上

配管接続部
配管・電装箱
メンテスペース

タンク
メンテ
スペース

タンクメンテスペース

据付スペース

正面側
電装箱

C

80

⑵
　

M
-V

T3000N
-H

, -L
・ M-VT3000N-H
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排水出口
連結配管接続口（出口）
凍結防止回路接続口

D
F

C

記号 内容

給水出口（熱源機へ）
給水入口

B
Rc1     （真鍮 32A）
Rc3／4（真鍮 20A）

A

Rc3／4（真鍮 20A）

1／4

Rc1     （真鍮 32A）1／4  
Rc1     （真鍮 32A）1／4

1600

23
85

23
11

2370吊り下げ用アイボルト（M20）
（4箇所）

16
0

118

12
44

50

535265

D

A

F

B

C

12
44

118

750800 3535

35
35

アンカーボルト用穴

750

15
30

アンカーボルト用穴寸法

193

400以上

500以上

800以上800以上

配管接続部
配管・電装箱
メンテスペース

タンク
メンテ
スペース

タンクメンテスペース

据付スペース

正面側
電装箱

注（1） 周囲温度が0℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
        凍結防止ヒータを給水配管、給湯配管、熱源機渡り配管、凍結防止回路および
        ドレン排水管に取り付け、凍結防止工事を行ってください。
       （ヒータ出力等は技術資料を御確認ください）
  （2） 周囲温度が0℃以下とならない地域であっても、連結配管には保温ヒータが必要です。
        技術資料を御確認いただき、保温ヒータを取り付けてください。
  （3） 給水口の手前にストレーナ、減圧弁（二次側圧力400kPa調整済）、逆止弁、
        温度計、圧力計を取り付けてください。
        給湯口を出たところに負圧防止弁、逆止弁、圧力計、温度計を取り付けてください。　　　　　
  （4） 長期間のご使用によってタンク内に水アカがたまったり配管材料の劣化などより
        水質の変化が起こる場合があります。

  （5） 金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。
        絶縁フランジなどを使用して電食対策を行ってください。
  （6） 基礎架台穴はM16アンカボルト用になっております。
        耐震強度に応じ適切なアンカボルト施工方法を選定してください。
  （7） ドレン口は常時開放にしてください。
  （8） 特殊な雰囲気中（温泉地、海岸地区、油の多い所等）への設置については御相談ください。

・ M-VT3000N-L
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アンカーボルト用穴寸法

3140

23
11

吊り下げ用アイボルト（M20）
（4箇所）

750 3535

35
35

750 785785

15
30

アンカーボルト用穴

F
A

50

23
85

12
44

1600

16
0

12
44

118
800 193

400以上

500以上

800以上800以上

配管接続部
配管・電装箱
メンテスペース

タンク
メンテ
スペース

タンクメンテスペース

据付スペース

正面側
電装箱

DB

118

C

80

排水出口
給湯出口
温水入口（熱源機より）

D
F

C

記号 内容

凍結防止回路接続口
連結配管接続口（入口）

B
Rc1     （真鍮 32A）
Rc3／4（真鍮 20A）

A

Rc3／4（真鍮 20A）

1／4

Rc1     （真鍮 32A）1／4
Rc1     （真鍮 32A）1／4

注（1） 周囲温度が0℃以下になると、凍結により機器や配管が破損する恐れがあります。
        凍結防止ヒータを給水配管、給湯配管、熱源機渡り配管、凍結防止回路および
        ドレン排水管に取り付け、凍結防止工事を行ってください。
        （ヒータ出力等は技術資料を御確認ください）
  （2） 周囲温度が0℃以下とならない地域であっても、連結配管には保温ヒータが必要です。
        技術資料を御確認いただき、保温ヒータを取り付けてください。
  （3） 給水口の手前にストレーナ、減圧弁（二次側圧力400kPa調整済）、逆止弁、
        温度計、圧力計を取り付けてください。
        給湯口を出たところに負圧防止弁、逆止弁、圧力計、温度計を取り付けてください。　　　　　
  （4） 長期間のご使用によってタンク内に水アカがたまったり配管材料の劣化などより
        水質の変化が起こる場合があります。
  （5） 金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。
        絶縁フランジなどを使用して電食対策を行ってください。
  （6） 基礎架台穴はM16アンカボルト用になっております。
        耐震強度に応じ適切なアンカボルト施工方法を選定してください。
  （7） ドレン口は常時開放にしてください。
  （8） 特殊な雰囲気中（温泉地、海岸地区、油の多い所等）への設置については
           御相談ください。

⑶
　

M
-V

T4000N
-H

・ M-VT4000N-H
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圧力逃がし弁

凍結防止切換弁

空気抜き弁 ｘ ２台（各タンク上部）

貯湯タンク ｘ ２台

サーモスタット（MCF531B004)

凍結防止ヒータ（MCF541B001C) ｘ ３枚

凍結防止ヒータ（MCF541B001A)

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
サーモスタット（MCF531B003)

凍結防止ヒータ（MCF541B001)
サーモスタット（MCF531B003， MCF531B003A ｘ 各１）

凍結防止ヒータ（MCF541B001B)

排水弁 ｘ ２台（各タンク下部）
凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
センサ用電装箱

ヒータ用電装箱

サーモスタット（MCF531B004)

凍結防止ヒータ（MCF541B001D)

凍結防止ヒータ（MCF541B001F)
ｘ ２枚（各タンク間配管に２枚）

1.3　
内

部
構

造
図

⑴
　

M
-V

T1000N
-H

, -M
, -L

・ M-VT1000N-H
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凍結防止ヒータ（MCF541B001D)

圧力逃がし弁
空気抜き弁 ｘ ２台（各タンク上部）

貯湯タンク ｘ ２台

凍結防止ヒータ（MCF541B001C) ｘ ３枚

凍結防止ヒータ（MCF541B001A)

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
サーモスタット（MCF531B003)

凍結防止ヒータ（MCF541B001)

サーモスタット（MCF531B003， MCF531B003A ｘ 各１）

凍結防止ヒータ（MCF541B001B)
排水弁 ｘ ２台（各タンク下部）
凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
センサ用電装箱

ヒータ用電装箱

サーモスタット（MCF531B00３B)

凍結防止ヒータ（MCF541B001F)
ｘ ２枚（各タンク間配管に２枚）

・ M-VT1000N-M
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圧力逃がし弁空気抜き弁 ｘ ２台（各タンク上部）

貯湯タンク ｘ ２台

サーモスタット（MCF531B003)
凍結防止ヒータ（MCF541B001C)

凍結防止ヒータ（MCF541B001A)

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
サーモスタット（MCF531B004)

凍結防止ヒータ（MCF541B001)

凍結防止ヒータ（MCF541B001B)

排水弁 ｘ ２台（各タンク下部）
凍結防止ヒータ（MCF541B001C)

センサ用電装箱
ヒータ用電装箱

凍結防止ヒータ（MCF541B001D)

サーモスタット（MCF531B003B)

凍結防止ヒータ（MCF541B001F)
ｘ ２枚（各タンク間配管に２枚）

・ M-VT1000N-L
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凍結防止切換弁
空気抜き弁 ｘ ６台（各タンク上部）

貯湯タンク ｘ ６台

排水弁 ｘ ６台（各タンク下部）

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
ｘ ８枚（各タンク下部）

凍結防止ヒータ（MCF541B001A)
凍結防止ヒータ（MCF541B001C)

サーモスタット（MCF531B003)
凍結防止ヒータ（MCF541B001)

サーモスタット（MCF531B003， MCF531B003A ｘ 各１）

凍結防止ヒータ（MCF541B001B)

サーモスタット（MCF531B004)

ヒータ用電装箱

センサ用電装箱

サーモスタット（MCF531B004)

凍結防止ヒータ（MCF541B001D)

圧力逃がし弁

凍結防止ヒータ（MCF541B001F)
ｘ １０枚（各タンク間配管に２枚）

・ M-VT3000N-H ⑵
　

M
-V

T3000N
-H

, -L
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・ M-VT3000N-L

圧力逃がし弁
空気抜き弁 ｘ ６台（各タンク上部）

貯湯タンク ｘ ６台

排水弁 ｘ ６台（各タンク下部）

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
ｘ ６枚（各タンク下部）

サーモスタット（MCF531B003) 凍結防止ヒータ（MCF541B001A)

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
サーモスタット（MCF531B004)

凍結防止ヒータ（MCF541B001)

凍結防止ヒータ（MCF541B001B)

ヒータ用電装箱

センサ用電装箱

凍結防止ヒータ（MCF541B001D)

サーモスタット（MCF531B003B)

凍結防止ヒータ（MCF541B001F)
ｘ １０枚（各タンク間配管に２枚）
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・ M-VT4000N-H

凍結防止切替弁

空気抜き弁 ｘ ８台（各タンク上部）

貯湯タンク ｘ ８台

排水弁 ｘ ８台（各タンク下部）

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)
ｘ １０枚（各タンク下部）

凍結防止ヒータ（MCF541B001A)

凍結防止ヒータ（MCF541B001)
サーモスタット（MCF531B003)

凍結防止ヒータ（MCF541B001C)

サーモスタット（MCF531B003，
MCF531B003B ｘ 各１）

凍結防止ヒータ（MCF541B001B)
サーモスタット（MCF531B004)

サーモスタット（MCF531B004)

ヒータ用電装箱

センサ用電装箱

凍結防止ヒータ（MCF541B001D)

圧力逃がし弁

凍結防止ヒータ（MCF541B001F)
ｘ １４枚（各タンク間配管に２枚）

⑶
　

M
-V

T4000N
-H
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1.4　
配

管
系

統
図

⑴
　

M
-V

T1000N
-H

, -M
, -L

・ M-VT1000N-H



−
15

−

・ M-VT1000N-M
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・ M-VT1000N-L
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・ M-VT3000N-H ⑵
　

M
-V

T3000N
-H

, -L
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・ M-VT3000N-L
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・ M-VT4000N-H ⑶
　

M
-V

T4000N
-H



− 20 −

名　称 図番 備考

凍結防止切換弁（電動三方弁） SSA482B048 接続規格：Rc3/4
電源電圧：AC200V (50/60Hz) ± 10%

圧力逃がし弁 MCF481B001 入口接続規格：クイックファスナ 12.7 メス
排水口接続規格：ホース継手　φ 14

空気抜き弁 MCF483D001 入口接続規格：R1/2 ネジ込み
排水口接続規格：ホース継手　φ 5.5

排水弁（手動二方弁） SSA483A011C 接続規格：Rc1/2

凍結防止ヒータ（単相 200V）

MCF541B001 出力：10W
サーモスタット：MCF531B004 内蔵

MCF541B001A 出力：5W

MCF541B001B 出力：5W

MCF541B001C 出力：7W

MCF541B001D 出力：10W

MCF541B001F 出力：20W

サーモスタット

（5℃ ON/11.5℃ OFF）
MCF531B003 許容電流：3Amax

MCF531B004 許容電流：1.3Amax

（60℃ ON/66.5℃ OFF） MCF531B003A
許容電流 ： 3Amax

（50℃ ON/40℃ OFF） MCF531B003B

貯湯タンク（500 リットルタンク） MCF452A001 胴体：NSSC190 t1.5
接続規格：クイックファスナ 20A

⑷　内部構成部品
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1.5　
電

気
配

線
図

⑴
　

M
-V

T1000N
-H

, -M
, -L

・ M-VT1000N-H
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・ M-VT1000N-H
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・ M-VT1000N-M



−
24

−

・ M-VT1000N-M

−
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−
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・ M-VT1000N-L

−
25

−
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⑵
　

M
-V

T3000N
-H

, -L
・ M-VT3000N-H

−
26

−
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・ M-VT3000N-H
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・ M-VT3000N-L
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・ M-VT4000N-H ⑶
　

M
-V

T4000N
-H

−
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⑶
　

M
-V

T4000N
-H
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・ M-VT4000N-H



−
31

−

・ M-VT1000N-H, 3000N-H, 4000N-H 共通 ⑷
　

M
-V

T1000N
-H

, 3000N
-H

, 4000N
-H

共
通

−
31

−

⑷
　

M
-V

T1000N
-H

, 3000N
-H

, 4000N
-H

共
通
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⑸
　

M
-V

T1000N
-L, 3000N

-L
共

通
・ M-VT1000N-L, 3000N-L 共通

−
32

−

⑸
　

M
-V

T1000N
-L, 3000N

-L
共

通
・ M-VT1000N-L, 3000N-L 共通
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⑴  放熱特性（貯湯温度低下）  
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計算例）下記条件における貯湯温度低下を求める。 

【条 件】タンクユニット：M-VT3000N 湯温：65℃ 外温：20℃ 放置時間：10h 

 １．湯温と外温の温度差ΔTを求める。 

    65℃ ‒ 20℃ = 45℃  ∴ΔT = 45℃ 

  

 ２．上図より、ΔT = 45℃での単位時間あたりの貯湯温度低下（℃/h）を求める。 

    貯湯温度低下 = 0.2（℃/h） ・・・・・・ ① 

 

 ３．①と放置時間 10h から、10時間あたりの貯湯温度低下量（℃）を求める。 

    0.2℃/h × 10h = 2.0℃ 

 

0          10          20         30          40         50         60          70         80         90         100        110 120

M-VT3000N,4000N

M-VT1000N

1.6　性能特性
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⑵  放熱特性（放熱量）  
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計算例）下記条件における貯湯温度低下を求める。 

【条 件】タンクユニット：M-VT3000N 湯温：65℃ 外温：20℃ 放置時間：10h 

 １．湯温と外温の温度差ΔTを求める。 

    65℃ ‒ 20℃ = 45℃  ∴ΔT = 45℃ 

  

 ２．上図より、ΔT = 45℃での単位時間あたりの放熱量（kcal/h）を求める。 

    放熱量 = 615（kcal/h） ....... ① 

 

 ３．①と放置時間 10h から、10時間あたりの放熱量（kcal）を求める。 

    615kcal/h × 10h = 6150kcal 

 

 

M-VT3000N

M-VT1000N

M-VT4000N



− 35 −

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

10

10

20

20

30

30

40

40

50

50

60

60

70

80

90

100

0
給湯速度（L/min)

貯
湯
タ
ン
ク
内
圧
損
Δ
P
（
ｋ
P
a)

 

 

 

 

⑶  圧損特性
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1.7　耐震計算書（建築設備耐震計算・施工指針 2005 年版より）
　　アンカーボルトの検討

⑴  M-VT1000N-H, -M, -L
     設計条件

ユニットの作用点の高さ hG 108.9 [cm]
設計水平震度 Kh 1.5
設計鉛直震度 Kv 0.75
ユニット質量 W 1430 [kg]

アンカー種類 後打式樹脂型 M16
アンカーボルトの径 d 1.6                 [cm]

材質 SS400
埋め込み長さ LA 11                 [cm]

アンカーボルトの総本数 nA 8                  [本]
短期許容せん断応力度 fs 6780 [N/cm２]
短期許容引張応力度 ft 11700 [N/cm２]

SI換算係数 Ksi 9.80665

せん断応力の検討
FH ＝ W・Kh・Ksi

A ＝ π・d2/4
τ ＝ FH/(nA・A)

ユニット質量 W [kg]
設計水平震度 Kh
短期水平地震力 FH [N]
ボルト断面積 A [cm２] 2.01

短期せん断応力度 τ [N/cm２] 1308

1.5
1430

21035

OK判定　τ ＜ fs
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許容引抜き荷重の検討
引張りとせん断を同時に受けるボルトの短期許容引張応力度と許容引抜き荷重
fts ＝ 1.4ft － 1.6τ （但しftsはft以下とする）
T1 ＝ fts・A

ボルト断面積 A [cm２]
短期せん断応力度 τ [N/cm２]

短期許容引張応力度 ft [N/cm２]
引張りとせん断を同時に受けるボルトの短期許容引張応力度 fts [N/cm２]

2.01
1308
11700
14288
28727短期許容引張応力度からの許容引抜き荷重 T1 [N/本]

コンクリート強度からの許容引抜き荷重
T2 ＝ Fc・π・d2・LA/8

埋め込み長さ LA [cm]
コンクリートの設計基準強度 Fc [N/cm２] 1800

11

2.0
15551

15551

コンクリートの穿穴径 d2 [cm]
コンクリート強度からの許容引抜き荷重 T2 [N/本]

アンカーボルトの許容引抜き荷重
T1 ＞ T2
Ta ＝ T2

アンカーボルトの許容引抜き荷重 Ta [N/本]

アンカーボルトの引抜き荷重の検討
Rb＝｛FH・hG－（Ｗ・Ksi－FV）・LG｝/（LB・n）

ユニット質量 W [kg]
ユニットの作用点の高さ hG [cm]

片側有効ボルト本数 n [本]
ボルトの総スパン LB [cm]

重心位置 LG [cm]
短期水平地震力 FH [N]
短期鉛直地震力 FV ＝ FH/2 [N]

アンカーボルトの許容引抜き荷重 Ta [N/本]
アンカーボルト1本あたりの引抜き荷重 Rb [N]

判定　Rb ＜ Ta OK

1430
108.9
4
76
38
21035
10518
15551
7097



− 38 −

⑵　�M-VT3000N-H, -L

設計条件

ユニットの作用点の高さ hG 108.9 [cm]

設計水平震度 Kh 1.5 

設計鉛直震度 Kv 0.75

ユニット質量 W 3940 [kg]

アンカー種類 後打式樹脂型 M16

アンカーボルトの径 d 1.6 [cm]

材質 SS400

埋め込み長さ LA 11 [cm]

アンカーボルトの総本数 nA 8 [ 本 ]

短期許容せん断応力度 fs 6780 [N/cm ２]

短期許容引張応力度 ft 11700 [N/cm ２]

SI 換算係数 Ksi 9.80665
　

せん断応力の検討

FH ＝ W・Kh・Ksi

A ＝ π・d2/4

τ ＝ FH/(nA・A)
　

ユニット質量 W [kg] 3940

設計水平震度 Kh 1.5

短期水平地震力 FH [N] 57957

ボルト断面積 A [cm ２] 2.01

短期せん断応力度 τ [N/cm ２] 3603

判定　τ ＜ fs OK
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許容引抜き荷重の検討
引張りとせん断を同時に受けるボルトの短期許容引張応力度と許容引抜き荷重

fts ＝ 1.4 ft － 1.6 τ	 （但し fts は ft 以下とする）
T1 ＝ fts・A

ボルト断面積 A [cm ２] 2.01
短期せん断応力度 τ [N/cm ２] 3603

短期許容引張応力度 ft [N/cm ２] 11700
引張りとせん断を同時に受けるボルトの短期許容引張応力度 fts [N/cm ２] 10615

短期許容引張応力度からの許容引抜き荷重 T1 [N/本] 21342

コンクリート強度からの許容引抜き荷重

T2 ＝ Fc・π・d2・LA/8

埋め込み長さ LA [cm] 11
コンクリートの設計基準強度 Fc [N/cm ２] 1800

コンクリートの穿穴径 d2 [cm] 2.0
コンクリート強度からの許容引抜き荷重 T2 [N/本] 15551

アンカーボルトの許容引抜き荷重

T1 ＞ T2

Ta ＝ T2

アンカーボルトの許容引抜き荷重 Ta [N/本] 15551

アンカーボルトの引抜き荷重の検討

Rb ＝｛FH・hG －（Ｗ・Ksi － FV）・LG｝/（LB・n）

ユニット質量 W [kg] 3940
ユニットの作用点の高さ hG [cm] 108.9

片側有効ボルト本数 n [本] 4
ボルトの総スパン LB [cm] 153

重心位置 LG [cm] 76.5
短期水平地震力 FH [N] 57957
短期鉛直地震力 FV ＝ FH/2 [N] 28979

アンカーボルトの許容引抜き荷重 Ta [N/本] 15551
アンカーボルト 1 本あたりの引抜き荷重 Rb [N] 9106

判定　Rb ＜ Ta OK
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⑶　�M-VT4000N-H

設計条件

ユニットの作用点の高さ hG 108.9 [cm]

設計水平震度 Kh 1.5 

設計鉛直震度 Kv 0.75

ユニット質量 W 5230 [kg]

アンカー種類 後打式樹脂型 M16

アンカーボルトの径 d 1.6 [cm]

材質 SS400

埋め込み長さ LA 11 [cm]

アンカーボルトの総本数 nA 10 [ 本 ]

短期許容せん断応力度 fs 6780 [N/cm ２]

短期許容引張応力度 ft 11700 [N/cm ２]

SI 換算係数 Ksi 9.80665
　

せん断応力の検討

FH ＝ W・Kh・Ksi

A ＝ π・d2/4

τ ＝ FH/(nA・A)
　

ユニット質量 W [kg] 5230
設計水平震度 Kh 1.5

短期水平地震力 FH [N] 76933
ボルト断面積 A [cm ２] 2.01

短期せん断応力度 τ [N/cm ２] 3826
判定　τ ＜ fs OK



− 41 −

許容引抜き荷重の検討
引張りとせん断を同時に受けるボルトの短期許容引張応力度と許容引抜き荷重

fts ＝ 1.4 ft － 1.6 τ	 （但し fts は ft 以下とする）
T1 ＝ fts・A

ボルト断面積 A [cm ２] 2.01
短期せん断応力度 τ [N/cm ２] 3826

短期許容引張応力度 ft [N/cm ２] 11700
引張りとせん断を同時に受けるボルトの短期許容引張応力度 fts [N/cm ２] 10258

短期許容引張応力度からの許容引抜き荷重 T1 [N/本] 20625

コンクリート強度からの許容引抜き荷重

T2 ＝ Fc・π・d2・LA/8

埋め込み長さ LA [cm] 11
コンクリートの設計基準強度 Fc [N/cm ２] 1800

コンクリートの穿穴径 d2 [cm] 2.0
コンクリート強度からの許容引抜き荷重 T2 [N/本] 15551

アンカーボルトの許容引抜き荷重

T1 ＞ T2

Ta ＝ T2

アンカーボルトの許容引抜き荷重 Ta [N/本] 15551

アンカーボルトの引抜き荷重の検討

Rb ＝｛FH・hG －（Ｗ・Ksi － FV）・LG｝/（LB・n）

ユニット質量 W [kg] 5230
ユニットの作用点の高さ hG [cm] 108.9

片側有効ボルト本数 n [本] 5
ボルトの総スパン LB [cm] 153

重心位置 LG [cm] 76.5
短期水平地震力 FH [N] 76933
短期鉛直地震力 FV ＝ FH/2 [N] 38467

アンカーボルトの許容引抜き荷重 Ta [N/本] 15551
アンカーボルト 1 本あたりの引抜き荷重 Rb [N] 9669

判定　Rb ＜ Ta OK
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2.1密閉式タンク据付説明書 密閉式タンク　M-VTシリーズ
連結対応ユニット

●据付は、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下
によるケガの原因になります。
●据付工事は、据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂、ケガの原因となり、また水漏れや感電、火災の原因
になります。
●設置工事部品は必ず付属品及び指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、ユニット落下・転倒、水漏れ、火災、感電、
能力不足、制御不良、ケガなどの原因になります。
●ユニットを搬入する際、重量に適合したロープをユニットの所定位置に掛けて
行う。また横ズレしないよう固定し、確実に４点支持で実施する。
　３点支持など搬入方法に不備があるとユニットが落下し、死亡や重傷の原因に
なります。
●ユニット吊り上げ作業は玉掛け有資格者が行う。
　ユニット吊上げ時に吊り方が適正でない場合、吊荷が落下し、人身事故に繋が
る危険があります。
●密閉式タンクを移設・廃棄等で移動させる際は、必ずユニット内の水を全て排
水してから行ってください。
　水を入れたままユニットを吊った場合には過重な力がアイボルトにかかるため、
脱落・落下の恐れがあります。
●ユニット吊り上げ時には吊荷の下に入らない。
　吊荷が落下したとき、死亡、もしくは重篤な負傷を負う危険がありますので、
吊り荷の下には入らないでください。
●20kg以上の製品は、1人で行わないでください。
●ユニットの据付は、満水時の重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、ユニットの転倒･落下等により、ケガの原因にな
ります。
●台風などの強風、地震に備え、ユニットには所定の据付工事を行い、必ず基礎
ボルトで固定する。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になることがあります。
●電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」
「内線規程」及び据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量、規格に適合した配線により工事をする。
　適合品以外の配線を使用した場合は、漏電、発熱、火災等の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外
力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
●ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、サービスパ
ネルを確実に取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因にな
ります。
●密閉された部屋で配管ロー付け作業をしない。
　酸欠事故の原因になります。
●ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　ユニット内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、
ユニット内を腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。

●正しい容量の全極しゃ断するブレーカー（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器
＋Ｂ種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　不適切なブレーカーを使用すると故障や火災の原因になります。
●オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取り付けは専門業者
に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●給水側の水配管工事は、給水装置工事主任技術者が所属する、当該市町村水道
局指定の水道工事業者が行う。 
　据付不備があると、故障や水漏れの原因になります。
●シャワー給湯には、必ずサーモスタット付きの湯水混合栓を使用する。
　万一の機器故障時にやけどの恐れがあります。
●電源を投入する前に電装箱のフタを必ず取り付けてください。感電やケガの原
因となります。
●据付、試運転、保守・点検時に複数の作業者で作業を行う場合は、必ず他の作
業者の安全を確認した後に機器の操作を行う。
　予期しない事故が発生し、火傷、ケガ、感電などの原因になります。
●サービスパネル、及び電装箱のふたは確実に取り付ける。
　サービスパネル類の取り付けに不備があると、ホコリ、水などにより、火災、
感電の原因になります。
●漏電しゃ断器を必ず取付け、作動を確認する。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズのみを使用する。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●梱包材の放置により他燃焼機器に吸い込まれ、異常運転となる恐れあり。
●梱包材の処置は確実に行う。梱包材にクギ等の金属あるいは木片等を使用して
いますので放置状態にしますと、ケガをするおそれがあります。また、梱包用
のボリ袋で子供が窒息事故の原因となりますので、必ず破いてから廃棄してく
ださい。
●燃焼器具と一緒に使用するときは、こまめに換気する。
●アース（接地）はＤ種設置工事を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないで下さい。
アース（接地）が不完全な場合は、故障や漏電のとき感電や火災の原因になる
ことがあります。またガス管にアースすると、ガス漏れの時に爆発、引火の可
能性があります。
●エコキュート・密閉式タンクは水以外の流体にて使用しないでください。火災
や爆発の原因となります。
●ユニットへの接続電圧は単相200V以外は接続しないこと。
　指定以外の電源では電気部品の加熱、発火の原因になります。
●ガス類容器や引火物の近くに据え付けない。
　発火することがあります。
●ユニット内部に水をかけないでください。感電の原因になります。
●湿気の多い場所に据え付けない。
　浴室など湿気の多い場所に据え付けると、感電や火災などの原因になります。
●雨や雪が降ったとき、水たまりができて水につかるような所に据え付けない。
　感電の原因になります。
●高所作業の禁止
　タンクユニットの天井に乗って作業をしないでください。墜落の危険があります。
●上下２人作業の禁止
　上下２人作業は工具落下などの危険があり、ケガの原因になります。

タンクユニットの

本説明書は、密閉式タンクを複数台連結して使用する場合の据付方法を示したものです。
密閉式タンクを1台で（エコキュートと１対１で）使用する場合の据付方法については、単独ユニット据付説明書を参照してください。

2．工　事　編
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●配管長制限を守って施工してください。
　配管長制限をこえると給湯水量が十分に確保できなくなり、能力不足となる可
能性があります。
●階下給湯を行う場合、必ず高低差制限を守ってください。
　タンク内が負圧となり変形・破損する原因となります。
　階下給湯を行う場合は、負圧防止弁や定流量弁により保護が必要です。
●給水配管には必ず減圧弁の取り付けを行ってください。
　給水圧が高いと、タンクユニットだけでなくシステム全体の不具合の原因にな
ります。
●配管支持を確実に行ってください
　配管が不安定の場合、配管が破損する原因となります。
　タンクユニット連結使用時の渡り配管についても同様に支持を確実に行ってく
ださい。
　Oリングが破損し水漏れする恐れがあります。
●外気温度０℃以下となる地域で使用する場合、所定の位置に凍結防止ヒータを
取り付けてください。
　給湯流量の低下クレームや機器内部品の破損の恐れがあります。
●外気温度が0℃以下とならない地域であっても、タンク間の渡り配管には保温
ヒータの設置が必要となります。
　所定の位置に保温ヒータを取り付けてください。
　渡り配管からの放熱による給湯温度低下だけでなく、エコキュートの運転が不
安定になる恐れがあります。
●据付工事・試運転等でパネルを取り外す際は、手袋を必ず着用してください。
　金属端面によるケガや高温部接触によるやけどの原因となります。
●重量物の運搬、移動時は安全靴を必ず着用し、無理な姿勢での作業は行わない
でください。
　腰痛になったり、重量物の落下等によるケガの原因となります。
●水配管には指定された配管サイズを使用すること。
　圧損増加による能力低下や，内部流速上昇による配管損傷の可能性があります。
●フォークリフトを利用して運搬する場合は、フォークの爪が完全にユニットに
掛かっていることを確認してください。また、運搬中は近づかないようにして
ください。
　バランスを崩しタンクユニットが転倒する恐れがあります。
●排水管は必ずホッパー等にて大気開放としてください。
　タンク内の圧力が上昇して変形・破損の原因になります。また、排水が逆流し
てタンク内に流入する恐れがあります。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギ等の金属あるいは、木片等を使用していますので放置状態にしま
すとケガをする恐れがあります。また梱包用のポリブクロで子供が遊ぶと窒息
事故の原因となりますので、必ず破いてから廃棄してください。
●ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタ
の浸入を防止する。
　溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に浸入した場合、タンク本体
に損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。ユニ
ット内へのスパッタの浸入を防ぐため梱包状態のままにしておくか、覆いなど
により必ずカバーをしてください。
●給湯配管の断熱は確実に行う。
　不完全な断熱では配管等の表面から放熱し、給湯温度が低下します。
●配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認する。
●ドレン配管は下り勾配（1/100以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。
またドレン配管のエア抜きは絶対に設けない。
　試運転時に排水が確実に排水されていることを確認する。また、転換、メンテ
ナンス作業のためのスペースを確保する。
●洗浄液やブライン等の廃棄は、法の規定に従って処分する。
　違法に廃棄すると、法に触れるばかりではなく、環境や健康に悪影響を与える
原因となります。
●飲料水水質基準に適合した水を使用する。
　水質の悪化は、故障や水漏れ等の原因となります。
●新鮮水が常に入るシステムでは、流量過大に注意。
　水質によっては腐食により水漏れの原因となります。
●凍結防止対策を行う。
　系統内部の配管･部品や接続配管が破損することがあります。
●床面の防水、間接排水処理工事を行う。
　処理が不完全な場合、水漏れが起きた場合、大きな被害につながる恐れがあり
ます。
●タンクや配管等からの万一の水漏れの2次被害防 止のために、必ず完全な防水
と排水工事をしてください。
●配管の高温部には触れないでください。高温部に触れると、やけどのおそれが
あります。（給水配管以外は高温となります）
   タンクの熱湯排水は直接しないでください。やけどや設備側のパッキンを傷め
るおそれがあります。
●タンク内のお湯を排水した後もタンク間配管にお湯が一部残留します。配管を
取り外す際は残留水が十分さめていることを確認してください。

●出湯温度は最高約90度。接続部パッキンの耐熱仕様に注意する。
　水漏れの原因になります。
●給水圧は最低でも0.1～0.2MPaを確保してください。圧損により、湯量や勢
いが不足するおそれがあります。
●タンク内のお湯および配管内の水を排水してから作業を行ってください。
●減圧弁、逃し弁、および水弁関係の交換作業は止水弁を「閉」にし、お湯を排
水してから作業を行ってください。お湯が出てやけどする恐れがあります。水
が電気部品にかかり、感電するおそれがあります。ユニット内の配管は、ユニ
ット内の排水バルブとエア抜きバルブを使用して排水してください。
●エコキュート・密閉式タンクの異常時（こげ臭い等）は、運転を停止して電源
を切り、販売店にご連絡ください。
　異常のまま運転を続けると、故障や感電・火災の原因となります。
●サービスを行うときは、サービスマン以外近づかないよう、周囲に十分注意し
てください。
　思わぬ危険を伴うこともあります。
●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保する。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になること
があります。
●ユニットを屋上あるいは高所に設置する場合は、転落防止のため、通路には恒
久ハシゴ、手すり等を、またユニット周辺にはフェンス、手すり等を設ける。
　フェンス、手すり等がない場合は、設置場所からの転落によるケガの原因にな
ることがあります。
●腐食性ガス（亜硫酸ガス等）、可燃性ガス（シンナー、ガソリン等）、の発生、
滞留の可能性のある場所、揮発性引火物を取扱う所での据付け、使用は行わな
い。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損等の原因になることがあります。また可
燃性ガスは火災の原因になることがあります。
●修理点検等を行う時は、ユニットの上に乗ったり、ものをのせたりしないでく
ださい。落下によるケガの原因となります。
●運転中に配管、タンクは高温になるため、直接触れないでください。
　高温部接触によるやけどの原因となります。
●タンクユニット内部で溶接作業は行わないでください。
　ろう材に含まれる腐食物質により、ユニット内部の機器寿命が短くなる可能性
があります。
●病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器の近く、高周波の発生する機器
の近くでは据付け、使用しない。
　インバーター機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響による
ユニットの誤動作や故障の原因になったり、ユニット側から医療機器あるいは
通信機器へ影響を与え、人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音等
弊害の原因になることがあります。
●ユニットは、小動物のすみかとなるような場所に設置しない。
　小動物が侵入して、内部の電気配線に触れると、故障や発煙、発火の原因にな
ることがあります。またお客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてくださ
い。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだまま放置するとユニットの落下につながり。ケガの原因になることがあ
ります。
●次の場所への据付は避ける。
　・カーボン繊維や金属粉、パウダー等が浮遊する所
　・硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ等の機器に影響する物質の発生する

所
　・車両、船舶等移動するものへの設置
　・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）
　・高周波を発生する機械を使用する所
　・海浜地区等塩分の多い所
　・積雪の多い所（設置する場合、所定の架台、防雪フードを取付けることが必

要です）
　・煙突の煙がかかる所
　・標高1000ｍ以上の所
　・アンモニアの雰囲気にさらされる所
　・強風の影響をうけやすい所（ユニットに直接強風が吹込む所）
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したり火災発生の原因にな
ることがあります。

　・騒音や熱風が隣家に迷惑をかけるような所
　・強度が不十分で振動が増幅、伝達しやすい所
　・機器から発生する騒音、振動の影響を受けやすい所（寝室の壁やその近傍）
　・高周波に影響される機器のある所（TVおよびラジオ等の近傍）
　・ドレンの排水がとれない所
　周辺の環境に影響をおよぼしクレームの原因になることがあります。
●ユニットの使用雰囲気温度は－25℃～43℃、保管温度は－25℃～50℃です。

法規対応 
●水道法対応 
密閉タンクの据付で水道管と接続する場合、 
給水装置工事主任技術者が所属する当該市町村水道局指定の水道工事業者と協議の上、当該市町村の水道局と相談願います。 
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給水配管

制御線

給湯配管

※上水道と直接接続する場合は、必ず当該地域の水道指定業社と相談の上、水道所管の官庁の認可に必要な機器を追加してください。

（別売部品）
給湯リモコン

業務用エコキュート

（熱源機）

密閉タンク接続配線

給水
給水配管減圧弁

密閉式タンク 給湯

　エコキュートと密閉式タンク間の配管制限
●エコキュートと密閉式タンク間の配管距離制限は、配管径20Aにて施工した場合で相当長15m以内としてください。
●密閉式タンクを4台連結して使用するときなど相当長15ｍを超える場合は、配管径の見直しを行い、圧力損失を同等としてください。
　（例：25Aの場合、45mに相当します。）
　ただし、配管長が長く、配管径を太くすると配管からの放熱量が増え、密閉式タンクに還る出湯温度が低下しますので、ご注意ください。
　（例：20Ａから25Ａへ太くすると約１℃の温度低下となります。）
●一方、エコキュートと密閉式タンク間の接続配線長は、20ｍ以内としてください。
●タンク間配管の口径/距離を変更することはできません。
　タンク間の配管制限については ４－２．３ 密閉式タンクおよびエコキュートの配管 の項を参照して施工してください。
●給水配管に設置する減圧弁は高低差（ヘッド差）を考慮し、エコキュートと密閉式タンクの圧力が450ｋPaを越えない設定圧としてください。
●エコキュートと密閉式タンクの高低差制限は±5m以内としてください。
ただし密閉式タンクよりもエコキュートを下に設置する場合で、高低差2mを越える場合には、エコキュート温水出口側配管の近傍に逃がし
弁（450kPa設定）を設置してください。
●連結するタンク間には高低差がない
　ように設置してください。

１－２．給湯システム設計上の注意

１－１．標準給湯システム図（密閉式タンク）

 
密閉式タンク

タンク間

エコキュートと
タンク間

逃がし弁※

2
ｍ
以
上

5
ｍ
ま
で

※密閉式タンクよりもエコキュートを2ｍ以上下に設置す
る場合は、エコキュート温水出口側配管の近傍に逃が
し弁（450ｋPa設定）を必ず設置してください。

●本説明書は、密閉式タンクを複数台連結して使用する場合の据付方法を示したものです。
　密閉式タンクを1台で（エコキュートと１対１で）使用する場合の据付方法については、単独ユニット据付
　説明書を参照してください。
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５
ｍ
を
超
え
る

①複数の給湯機を並列に接続すると偏流が起こる ②各出口に給湯停止弁を設置してください。偏流が

各階に給湯機を設置することで、配管長は短くなり、

メンテナンスも楽に行えます。

ことがあります。 起こっても水の混入を防止することができます。

（ⅰ）階下給湯について

（ⅱ）偏流と並列制御について

（ⅲ）給湯方式について

（各階に給湯機を設置することをおすすめします）

自動空気抜き弁

負圧防止弁

密閉式タンク

５
ｍ
ま
で

開放式タンク

業務用エコキュートには制御用出力端子を

備えています。

水になった系統を給湯停止弁で遮断します。
流れやすい系統が早く水になり、

冷水が混入します。

ぬるくなる 熱いまま！

給湯循環システムに対応する場合は循環ポンプと

ミキシングバルブを別途施工側で設置してください。

（給湯循環の場合）

Ｐ

循環ポンプ

●できるだけ分散方式での設計をお願いします。

階下５mまでは密閉式タンクを使用することがで

きます。その際は給湯配管に負圧防止弁、自動空

気抜き弁および流量調整弁を設置してください。

5m以上は開放式タンクを選定してください。
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　下表はタンクユニット台数や設置条件に応じた必要なオプション・現地手配品を表します。
　お客様のご要望に応じて、適切なオプション・現地手配品を準備してください。

１－３．オプション・現地手配品リスト

【別売オプション】

・エコキュート～タンクユニット間の設置距離に
　応じて線長を選択
　配線方法等は５．電気・配線工事を参照してく
　ださい。

①中継配線セット（10m）

②中継配線セット（20m）

MTH-Q1

MTH-Q2

型　式名　　称 備　　考

M-VT6000R
M-VT3000N-H

+
M-VT3000N-L

M-VT5000R
M-VT4000N-H

+
M-VT1000N-L

1 1 11

①、②中継配線セット（10m、20m）

温度センサ中継配線

電動弁中継配線

【現地手配】

（ア）タンクユニット満水時の重量に十分耐える場所に確実に設置してください。
　　屋上に据え付ける場合は、地上に据え付ける場合以上に、床の強度・防振基礎ならびに床構造物に対する検討が必要となります。
　　したがって、建築業者と相談の上、床の強度向上のための配慮について十分に検討してください。
（イ）降雪地では積雪で埋まらない場所に設置してください。

（オ）排水管は必ずホッパー等にて大気開放としてください。タンク内の圧力が上昇して変形・破損の原因になります。
　　また、排水が逆流してタンク内に流入する恐れがあります。

○強風が当たらない所
○平坦な場所

○エコキュートと密閉式タンク間の信号線は、電磁波・高周波を発生させる機器から5m以上離して配線してください。

信号線は電磁波・高周波を発生させる機器の近くに配線しないでください。
ノイズの影響でエコキュート本体が温度を誤検知して運転ができなくなります。

（ウ）

連結 並列

電源線

温度センサ渡り配線

渡り配管凍結防止ヒータ

渡り配管保温ヒータ

給湯停止弁 ㈱キッツ
・EA200-UTE
・〈R〉EA200-UTE
　　　呼径 3/4

型　式
指定品

推奨品

給湯停止弁用中継線

減圧弁 ㈱ヨシタケ GD-26-N ●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

・タンク電源線（タンク間渡り配線）として使用。
　配線仕様等は５．電気・配線工事 を参照ください。

・タンク間の渡り配線として使用。
　配線方法等は５－３．１を参照ください。

・タンクとエコキュート間およびタンク間の渡り配管凍結防止用として使用。
　設置方法等は４－３．配管凍結防止／保温ヒータを参照してください。

・タンク間の渡り配管保温用として使用。
　設置方法等は４－３．配管凍結防止／保温ヒータを参照してください。

渡り配管凍結防止ヒータ用
サーモスタット ● ●

・渡り配管凍結防止ヒータのON/OFF用として使用。
　設置方法等は４－３．配管凍結防止／保温ヒータを参照してください。
　※保温ヒータ用サーモスタットはタンクユニットに内蔵されています。

・複数の給湯システムを並列使用時に偏流防止のために設置。
1つのシステムに1台の給湯停止弁が必要です。
　設置位置は４－２．３（ⅱ）を参照ください。
　左記型式の電動弁を必ず選定してください。
　　※他型式の電動弁では動作しません。

・タンクユニット～給湯停止弁間の中継配線として使用。
　配線方法等は５－４．を参照ください。

・給水圧を減圧（タンク保護）するために設置。
　設置位置は１－１．を参照ください。
　（参考：設定圧力400kPa以下 接続配管径32A以上）

名　　称 型　式メーカ
現地手配が必要な部品の組合せ

M-VT4000R
M-VT1000N-H

+
M-VT1000N-M×2台

+
M-VT1000N-L

M-VT3000R
M-VT1000N-H

+
M-VT1000N-M

+
M-VT1000N-L
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[水質基準]
補給水、および循環水は下表の水質基準内の水を使用してください。
水質基準を外れるとスケールの付着、腐食などの不具合を生じる恐れがあります。

補給水

ｐＨ　（２５℃） － ７．０～８．０
電気伝導率　（２５℃） ｍＳ／ｍ ３０以下
塩化物イオン ｍｇＣＬ－／Ｌ ３０以下
硫酸イオン ｍｇＳＯ４

２－／Ｌ

ｍｇＮＨ４
＋／Ｌ

３０以下
酸消費量　（ｐＨ４．８） ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ ５０以下
硫酸イオン／酸消費量 － ０．５以下
全硬度 ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ ７０以下
カルシウム硬度 ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ ５０以下
イオン状シリカ ｍｇＳｉＯ２／Ｌ ２０以下
鉄 ｍｇＦｅ／Ｌ ０．３以下
銅 ｍｇＣｕ／Ｌ ０．１以下
硫化物イオン ｍｇＳ２－／Ｌ 検出されないこと

０．１以下
残留塩素 ｍｇＣｌ／Ｌ ０．３以下
遊離炭酸 ｍｇＣＯ２／Ｌ ４．０以下
安定度指数 －

項目

基準項目

参考項目

アンモニウムイオン

２－２．密閉式タンク据付スペース（サービススペース）
●M－VT4000N－H
●M－VT3000N－H, －L

23
11

3250

●タンクユニットは屋上に据え付ける場合があります。
　吊り上げに際しては、クレーンなどを使用して搬入してください。
●ユニット重量を確認し、荷重に適した吊り上げ用具を選定してください。
　不適切な用具で吊り上げを行うと、吊り荷が落下して、機器の破損・ケガの恐れがあります。
●荷おろしの際、ユニットに衝撃力が加わらないよう十分注意してください。
●タンク吊上げ時は吊上げ後の安定を確保するために、ユニットの４箇所に固定の Ｍ２０アイボルト全てを使用し
てください。
●ワイヤーロープ、シャックル（Ｍ２０）は吊り上げ荷重に対して十分満足なものを使用し、ロープの吊り角度は
60°程度以下にしてください。貯湯量０時点での各ユニットの重量は下記の通りです。 
Ｍ－ＶＴ4000Ｎ（約1200kg）Ｍ－ＶＴ3000Ｎ（約　920kg）Ｍ－ＶＴ1000Ｎ（約　420kg）

●車体やロープに接する部分には必ず緩衝材（布、発泡材等）をあててください。 
●配管接続口にロープを掛けたり、無理な力を加えないで下さい。 
●鋭い角や硬いものをぶつけたり、落としたり、工具類でたたくことは絶対に避けてください。
　特にタンク外板は、傷が付き易いため、十分注意してください。
●フォークリフトによる運搬時はユニットを壁などにぶつけないよう注意してください。配管の接続部が損傷し、
　据付出来なくなるおそれがあります。
●タンクを地面に直接置いて引きずらないでください。 
●素手による荷降ろしは危険が伴いますので、絶対に避けてください。
●タンクを仮置きする場合は、必ず転倒防止策をとってください。
●配管に硬いものにぶつけないでください。配管が変形して接続できなくなります。
●密閉式タンクを移設・廃棄等で移動させる際は、必ずユニット内の水を全て排水してから行ってください。
　水を入れたままユニットを吊った場合には過重な力がアイボルトにかかるため、脱落・落下の恐れがあります。     

タンクユニットは水平に保ち、アイボルトを利用して吊ってください。
また、吊り上げ時は吊り荷の下へは絶対に入らないでください。
吊り荷が落下したとき、死亡、もしくは重篤な負傷を負う危険があります。

●搬入経路を決めて、梱包のまま据付位置まで搬入してください。

{ タンクメンテスペース }800 以上

800 以上

400以上 400以上1000 以上

配管・電装箱

メンテスペース{ {
{ タンクメンテスペース }

{ タンクメンテスペース }

800 以上

電装箱

電装箱

配管接続部

配管接続部

800 以上 800 以上

400 以上

500 以上
配管・電装箱

メンテスペース{ {

配管・電装箱

メンテスペース{ {

●M－VT1000N－H, －M, －L

300 以上※1

300 以上 300 以上
100 以上800 以上※2

500 以上

壁面・梁・柱・他ユニット等の障害物

壁面・梁・柱・他ユニット等の障害物

※1凍結防止切換弁がない
　　ユニットについては 100以上で可
※2左右のスペースが
　　800以上の場合には 400以上で可
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３－２．据付時の注意 

水配管工事

下記に留意して設計・施工ください。（図中①～⑪の説明）

①ユニオン継手

②温度計

③水圧計

④バルブ

⑤フレキシブルジョイント

⑥ドレン配管

能力チェック、運転監視のために付ける。

運転状態を確認するために付けるのが望ましい。

熱交換器の洗浄、ユニットのリニューアル入れ替えなどのサービスのために必ず付ける。

振動の伝搬を防止するために付ける。

さらに、寒冷地方においてはドレンヒータ等の凍結防止対策を施すこと。

配管中の空気を抜く弁を設ける。空気が溜まる危険のあるところには必ず付ける。

配管中の空気抜きがやりやすい配管とし、断熱工事を十分に行うこと。

サービス時などに水が抜けるように排水弁を付ける。

機器の交換ができるように必ず付ける。

ユニットに異物が入らないように６０メッシュ以上のストレーナをユニット直近部に付ける。

４－１.１水配管の概要
４－１．一般事項

（ⅰ）水配管における留意事項

ユニットのドレン配管は冬期のドレン水凍結防止のため出来るだけ配管勾配を大きくとり、

水平部の距離を短くすること。また、排水管は必ずホッパー等にて大気開放とすること。

⑩排水弁

タンクユニットへ配管を接続する際は、ユニット側継手をパイプレンチ等で掴まないでください。

継手が変形して接続できなくなります。

⑪配管継手

⑦ストレーナ

⑧空気抜き弁

⑨水配管

４

②

エコキュート

Ｔ Ｐ

Ｔ Ｐ

③

③②

①

① ④

④
① ⑪

⑪

①④

④

⑥⑪

⑦

⑨

⑨⑩

⑤

⑤

⑥

⑧

水配管構成図

は水の流れの方向を示す。

M－VT1000N M－VT3000N M－VT4000N

　アンカーボルトはＭ１６の後打ち式樹脂アンカー、埋込長さ１３０以上としてください。 
　また、埋込長さに加え、出代20ｍｍ程度が最適です。 
　コンクリート基礎は以下の点を守って施工してください。

　　●コンクリート厚さは150ｍｍ以上であること。
　　●アンカーボルトと仕上げモルタルを除いたコンクリート基礎の端が80ｍｍ以上あること。
　　●アンカーボルト埋込み用の穿孔の端と仕上げモルタルを除いたコンクリート基礎の端が50ｍｍ以上あること。
　　●床面がタンク満水時の重量を支持可能な十分な強度であること。
　　　［満水時質量］　　　　　　Ｍ－ＶＴ4000Ｎ：5230kg

　　　　　　Ｍ－ＶＴ3000Ｎ：3940kg
　　　　　　Ｍ－ＶＴ1000Ｎ：1430kg

　本仕様は耐震設計1.5G対応であり、お客様のご要望により耐震を下げる場合は工法・アンカーボルトの本数/太さを変更することも可能です。
　詳しくは建築設備耐震設計・施工指針を参照の上、それに従い施工してください。

●基礎は下図に示す斜線部の形状にしてください。ベタ基礎の場合は、排水経路を塞いでしまいますので、排水穴寸法を確認し、排水
　経路を確保してください。
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冷温水の水質が問題ないかを事前にチェックしておくことが大切です。

（ⅱ）腐食に対するご注意

①水質

②水内の異物

水内に砂や小石等の固形物、腐食生成物等の浮遊懸濁物が存在すると、水流によって熱交換器伝熱面が直接に衝撃を受け、局部

（６０メッシュ以上）を設け異物を除去してください。

的に腐食を生じることがあります。　これらの異物による腐食を防止するためユニットの入口部には必ず清浄可能なストレーナ

循環水および補給水の水質は２．据付場所の水質基準内でご使用ください。

金属の種類によっては、異種金属を直接接続すると接触部に腐食を生じます。

下記を参照し、異物金属の接続により腐食が生じる組合せの場合は、両金属間に非導伝性の物質（非金属の絶縁フランジ等）を

挟むなどして、腐食が発生しないよう処理を施してください。

接触による腐食が

発生しない組合せ

①ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４,ＳＵＳ３１６）

②青銅および黄銅

③銅

③異種金属の接続

の原因となります。

②配管の漏れチェックは、必ず水張り前にガス圧にて実施してください。

　特にろう付け箇所は、水張り後の修復が難しいため、水張り前に確実に漏れがないことを確認してください。

③冬期の運転休止時に水配管が凍結することのないよう考慮してください。

（ⅲ）その他

①配管は、空気の浸入や水の漏洩がないようにすること。特に吸込側に空気の漏入があるとポンプ性能が低下するとともに騒音

４－１.２配管工事

（ⅰ）密閉式タンクへの配管

②サービス性を考慮し、出入口にはユニオン継手およびバルブを設けてください。

（ⅱ）弁および接手類の選定

①主管には全開時の抵抗が少ない仕切弁（ゲート弁）を用いてください。

②空気抜きやドレン抜きには玉形弁を用い、弁は弁軸が水平になるように取付け、気泡が自由に通過できるようにしてください。

仕切弁 玉形弁

①ユニットの水出入口の位置は4－2．配管施工の項を参照して出入口の方向が逆にならないように注意してください。

貯湯運転時には低温水を一気に高温まで昇温するため水中に溶けていた空気が気泡化して出湯配管より吐き出されます。

抜き弁を設ける必要があります。

配管中に空気だまりができないように空気弁に向かって１／２００以上の上り勾配をつけると共に、空気がたまる可能性が

ある部分には必ず自動空気抜き弁を設けてください。取付例を下図に示します。

配管中に空気がたまると水回路の抵抗が増加し、流量が極端に減少するため出湯配管に下り配管がある場合には自動エア

（ⅲ）配管勾配と空気抜き弁（出湯配管）

空気自動抜き弁

エアーセパレータ
（空気分離器）

空気自動抜き弁

１／２００上り勾配

空気抜き弁取付例
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　長い直管においては管の長さの伸縮差が大きくなり、配管に無理な力が働くことになります。

　このため、不良の継手や配管の接合部から重大な水漏れが生じる危険があります。

　通常の配管施工では配管経路にある程度の弾力性があるので、これにより伸縮を緩和できることが多く、例えば直線部

　分が短い場合でも膨張に対して適当な配管の逃げを考慮し、伸縮が自在になるように配管してください。

（ⅳ）管の伸縮

①配管の温度が変化すると管の長さおよび直径が伸縮します。一般に管径の変化は余り問題となりませんが配管距離の

②配管の直線部分が長い場合、伸縮接手（伸縮曲管）を入れてください。（一般的には直管部で３０ｍおきに取付ける。）

③横引主管は自由に動き得るように金具またはローラー金物を入れてください。

２０Ａ ３２Ａ.４０Ａ ５０Ａ.６５Ａ管　径

１．８ ２．０ ３．０支持金具取付間隔

配管支持金具類の取付間隔（ｍ）

４－１.３ドレン配管工事

●排水管は必ずホッパー等にて大気開放としてください。

　タンク内の圧力が上昇して変形・破損の原因になります。

　また、排水が逆流してタンク内に流入する恐れがあります。

●冬期など凍結の恐れがある設置場所では、出来るだけ配管勾配を大きくとって水平距離を短くしてください。

　さらに、寒冷地においては銅管・SUS管にて排水配管を施工し、保温工事・凍結防止ヒータ設置などの凍結防止対策を

　行ってください。

●寒冷地においてドレンを直接地面に排水する場合には、ドレンが浸透しやすい土や砂利等に排水してください。

　コンクリートやアスファルト等に直接排水すると地面でドレンが凍結し、転倒してケガをする恐れがあります。

●ドレン配管から排水するときは、タンクユニット内部に設置された圧力逃がし弁を開（レバー上げ）にしてください。

　排水終了後は忘れずに閉（レバー下げ）に戻してください。

●ドレン配管には高温排水（90℃）が通る場合もあるため、耐熱を考慮して銅管・SUS管または耐熱塩ビ管にて施工

　してください。

一般に使用されている材料と標準厚さを下記に示します（単位mm）。

　　推奨材料：グラスウール、ロックウール（JIS9504人造鉱物繊維保温材）

　　　管サイズと保温材厚さの目安（給湯配管は耐熱温度100℃以上の材料を使用してください）

壁貫通部（下図）、ユニット出入口配管部分についても保温工事を行ってください。

壁貫通部の配管

配管が近接している場合は各配管に保温材、防湿材を設置したあと配管をまとめて金属板等で保護してください。

2本の配管をまとめて金属板等で保護する部分は極力短くしてください。

４－１.４断熱工事

梁貫通のパイプに対する保温施工例

パイプ
スリーブ断熱材

呼径 給水 給湯

20A

25A

32A 40

40,50A 40 50

30
30

※タンクユニット間の渡り配管は、全て左表の　

　給湯仕様にて保温材厚さを選定してください。

配管

保温材
金属板

配管断面
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４－２．配管施工
●密閉式タンクに配管を施工するときは、サービススペースに干渉しないようにしてください。

　サービススペースについては２-２．密閉式タンク据付スペースを参照してください。

●渡り配管には空気がたまりやすい上り下りする配管（鳥居形状配管）はしないこと。

　鳥居配管となる場合は必ず空気抜き弁を設置してください。

500
以上

500
以上

４－２.1エコキュートと密閉式タンクの配管距離制限

エコキュートと密閉式タンクは省エネルギーの観点からも最短距離配置としてください。配管長、高低差は原則として
次の範囲としてください。
配管距離制限

（ⅰ）配管長　配管径20Aの場合：15m（相当長）

　　　　　　　配管径25Aの場合：45m（相当長）

（ⅱ）高低差　±5m以内（タンク間に高低差がないように設置

　　　　　　　してください）

２０A：１５ｍ以内(相当長)
２５A：４５ｍ以内(相当長)

連結するタンク間の配管距離制限は４－２．３密閉式タンク
およびエコキュートの配管の項を参照して施工してください

±５ｍ以内

密閉式タンク→エコキュート

下表に一般的な配管圧損（銅管）を示します。

下表を参考にして給湯配管サイズ、戻り配管サイズを選定してください。

４－２.２エコキュートの管路抵抗

① 配管圧損

０．０２ｍＡｑ（０．２ｋＰａ）／ｍ
０．０６ｍＡｑ（０．６ｋＰａ）／ｍ

１６０
１６０

８０
４０

６５Ａ
５０Ａ

３２Ａ
２５Ａ

０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ
０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ

２０
管摩擦抵抗目安
単位長さ当たりの

０．１ｍＡｑ（１ｋＰａ）／ｍ２０Ａ

流量
Ｌ/ｍｉｎ呼径

４０Ａ １２０ ０．１５ｍＡｑ（１．５ｋＰａ）／ｍ

② 継手類圧損の配管相当長の目安（ｍ）

６５Ａ
５０Ａ

３２Ａ
２５Ａ
２０Ａ

呼径 エルボ 仕切り弁 逆止弁
スイング式

Ｙ型ストレーナ

２．２０．７５
０．９
１．２
１．５
２．１
２．４

０．１５
０．１８
０．２４
０．３０
０．３９
０．４８

１．６
２．０
２．５

４．０
４．６

３．０
４．６
５．５

１１．５
８．０

４０Ａ ３．１

空気抜き弁を設置する

※2本の配管をまとめて金属板等で保護する部分は極力短くしてください。

●下図のように配管が近接している場合は、各配管に保温材、防湿材を設置したあと

2本の配管をまとめて金属板等で保護してください。

配管

保温材
金属板

配管断面

計算例）配管系統内に呼径20Aのエルボが2個，仕切弁，逆止
　　　　弁およびストレーナが各１個設置されている場合、
　　　　相当長は（0.75×2）＋0.15＋1.6＋2.2=5.45mに
　　　　なります。
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●連結するタンク間の配管距離制限（相当長）は各組合せパターンを参照してください。

　タンク間を接続する配管のサイズは変更できません。下図に指定しているサイズ（２０Ａ、３２Ａ）を使用してください。

　なお、タンク間には高低差がないように設置してください。

●複数の給湯システムを並列で設置する場合、各システム間に高低差がないように設置してください。

４－２.３密閉式タンクおよびエコキュートの配管

●配管工事は、必ず配管距離制限、高低差制限の使用制限を守り施工してください。

●配管工事の際には、２－２．密閉式タンク据付スペースを確認しメンテスペースを確保してください。

 ご注意

制限範囲外の設置は、給湯流量低下、能力低下の原因となり保証対象外となります。
必ず使用制限を守り施工してください。

（ⅰ）複数台組合わせた密閉式タンクとエコキュートを設置する場合

密閉式タンクとエコキュート間の配管は２０Ａを使用してください。

密閉式タンク間の配管は下図のとおり２０Ａもしくは３２Ａを使用してください。

メンテナンスのため密閉式タンク配管接続部およびエコキュート配管接続部には仕切弁を設けてください。

また、配管を通じた振動伝播を防止するためエコキュート配管接続部にはフレキシブル配管を設置ください。

①タンクユニット2台を組合せる場合

　M-VT3000Nを2台と、M-VT4000NとM-VT1000Nの組合せパターンがあります。

　負荷側への給湯配管と接続するタンクユニット、上水の給水配管と接続するタンクユニットのそれぞれを下図に示した通りに接続してください。

②タンクユニット3台または4台を組合せる場合

　M-VT1000Nを3台または４台の組合せパターンがあります。

　負荷側への給湯配管と接続するタンクユニット、上水の給水配管と接続するタンクユニット、残りのタンクユニットのそれぞれを、

　下図に示した通りに接続してください。（3台組合せるときは中間タンクユニットが1台になります）

配管系統

密閉式タンクの継手規格

名　称

給水入口

熱源機接続口

凍結防止回路接続口

温水出口

連結配管接続口

ドレン

継手規格

Rc 1-1/4

Rc 3/4

Rc 3/4

Rc 1-1/4

Rc 1-1/4

Rc 1-1/4

配管系統

Ｓ

フレキシブル配管

仕切り弁

ストレーナ

２０Ａ
（３０m以内）

３２Ａ
（実長１０m以内）

３２Ａ
（実長１０m以内）

３２Ａ
（実長１０m以内）

エコキュート
給水入口

エコキュート温水出口

熱源機接続口
（温水還側）

温水出口

連結配管
接続口
（出口）

給湯

ＥＳＡ３０

エコキュート

３２Ａ

上水

３２Ａ

連結配管
接続口
（出口）

凍結防止
回路接続口

給湯配管接続側タンクユニット
Ｍ-ＶＴ1000Ｎ-Ｈ

中間タンクユニット１
Ｍ-ＶＴ1000Ｎ-M

給水配管接続側タンクユニット
Ｍ-ＶＴ1000Ｎ-L

凍結防止回路
接続口

連結配管接続口
（入口）

連結配管接続口
（入口）

連結配管接続口
（入口）

熱源機接続口
（給水往側）

給水入口

連結配管
接続口
（出口）

Ｓ

中間タンクユニット2
Ｍ-ＶＴ1000Ｎ-M

２０Ａ（１５m以内）
２５Ａ（４５m以内）

２０Ａ（１５m以内）
２５Ａ（４５m以内）

エコキュート
給水入口

エコキュート温水出口

熱源機接続口
（温水還側）

温水出口

給水入口

凍結防止回路接続口
給湯

上水

連結配管
接続口
（出口）

２０Ａ（１５m以内）
２５Ａ（４５m以内）

２０Ａ（１５m以内）
２５Ａ（４５m以内）

２０Ａ
（３０m以内）

３２Ａ
（実長１０m以内）

３２Ａ

３２Ａ

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-Hまたは4000N-H

給水配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-Lまたは1000N-L

凍結防止回路
接続口

ドレン ドレン熱源機接続口
（給水往側）連結配管接続口

（入口）

Ｓ

フレキシブル配管

仕切り弁

ストレーナ

ＥＳＡ３０

エコキュート

Ｓ
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（ⅱ）複数の給湯システムを並列で設置する場合

密閉式タンク・エコキュート間の配管は２０Ａを使用ください。

各システムのタンク間配管の接続方法は前項（ⅰ）を参考してください。

複数のエコキュートを給湯配管に接続する場合は偏流防止の目的で給湯停止弁が必要となります

メンテナンスのため密閉式タンク配管接続部およびエコキュート配管接続部には仕切弁を設けてください。

また、配管を通じた振動伝播を防止するためエコキュート配管接続部にはフレキシブル配管を設置ください。

配管系統

Ｓ

フレキシブル配管

仕切り弁

ストレーナ

電動弁
Ｍ

給湯

０
４

ＡＭ

給湯停止弁
ＣＷＦＶ５

ＥＳＡ３０

エコキュート

２０Ａ（１５ｍ以内）
２５Ａ（４５ｍ以内）

２０Ａ（１５ｍ以内）
２５Ａ（４５ｍ以内）

３２Ａ

３２Ａ（10m以内）

エコキュート温水出口

凍結防止回路接続口

エコキュート
給水入口

熱源機接続口
（温水還側）

連結配管接続口
（入口）

連結配管接続口
（出口）へ

３２Ａ（10m以内）
連結配管接続口
（出口）へ

凍結防止回路
接続口へ

凍結防止回路
接続口へ

温水出口

凍結防止回路接続口

Ｍ

給湯停止弁
ＣＷＦＶ５

ＥＳＡ３０

エコキュート

２０Ａ（１５ｍ以内）
２５Ａ（４５ｍ以内）

２０Ａ（１５ｍ以内）
２５Ａ（４５ｍ以内）

３２Ａ

エコキュート温水出口

エコキュート
給水入口

熱源機接続口
（温水還側）

連結配管接続口
（入口）

温水出口

給湯配管と接続するタンクユニット

給湯配管と接続するタンクユニット

熱源機接続口
（給水往側）へ

熱源機接続口
（給水往側）へ



− 54 −

４－３．配管凍結防止／保温ヒータ（渡り配管）
密閉式タンクを外気温度0℃以下となる地域へ設置する場合には渡り配管に凍結防止ヒータを設置する必要があります。
また、外気温度が0℃以下とならない地域であっても、タンク間の渡り配管（下図            で示した配管）には保温ヒータの設置が必要と
なります。
凍結防止ヒータと凍結防止ヒータ用サーモスタットおよび保温ヒータは下記仕様を守り工事手順に従って設置してください。
なお、保温ヒータ用サーモスタット以外は現地手配です。下記仕様を守って準備してください。
　
　　●ヒータは指定する取り付け箇所に正しく設置し、指定する出力を守ってください。
　　   保温ヒータは配管1mあたり30W、凍結防止ヒータは配管1mあたり10Wとしてください。
　　●ヒータを施工するときは、ヒータ伝熱面が直接配管へ接触するように確実に固定してください。
　　●ヒータ伝熱面と配管の接触が不十分であると、凍結防止機能が不十分になるばかりでなく異常温度上昇の原因になり大変危険です。
　　●ヒータは伝熱面最高温度が100℃を超えない仕様を選定してください。
　　●サーモスタットが内蔵されているヒータを使用する場合は、下図に示す位置にサーモスタットが設置されるようヒータを取り付けて
         ください。
　　●保温ヒータ用サーモスタットはタンクユニットに内蔵されています。配線の接続方法は5.電気・配線工事を参照し、正しく施工して
         ください。
　　●保温ヒータの電源はタンクユニットから給電します。
　　　合計出力を300W以下としてください。（保温ヒータを設置するタンク間配管の距離制限は10mです）

　　（ⅰ）密閉式タンクを2台連結してエコキュートと接続する場合
　　　　下図に示した位置にヒータ/サーモスタットを設置してください。

　　（ⅱ）密閉式タンクを3台または4台連結してエコキュートと接続する場合
　　　　下図に示した位置にヒータ/サーモスタットを設置してください。

エコキュート
給水入口

エコキュート
給水入口

エコキュート温水出口

エコキュート温水出口

温水出口
給湯

給水入口

上水

給水入口
上水

：凍結防止ヒータ　配管1mあたり10W
：保温ヒータ　配管1mあたり30W
  　　　　　　（配管1本あたり最大
　　　　　　　300Wまで）

※給湯配管/給水配管にも必要に応じて
　 サーモスタットをご準備ください。
※※保温ヒータ用サーモスタットはタンクユニットに内蔵さ
　　れています。配線方法等は5.電気・配線工事を確認して
　　ください。

※保温ヒータ用サーモスタットはタンクユニットに内蔵されています。
　配線方法等は5.電気・配線工事を確認してください。

サーモスタット：5℃ ON／15℃ OFF

サーモスタット：5℃ ON／15℃ OFF サーモスタット：5℃ ON／15℃ OFF

ＥＳＡ３０

エコキュート

ＥＳＡ３０

エコキュート

凍結防止回路接続口

凍結防止回路
接続口

凍結防止回路
接続口

連結配管
接続口
（出口）

連結配管接続口
（入口）

連結配管接続口
（入口）

連結配管接続口
（入口）

連結配管
接続口
（出口）

連結配管
接続口
（出口）

連結配管
接続口
（出口）

凍結防止
回路
接続口

連結配管接続口
（入口）

熱源機接続口
（給水往側）

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-Hまたは4000N-H

給水配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-Lまたは1000N-L

給水配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-L

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-H

中間タンクユニット1
M-VT1000N-M

中間タンクユニット2
M-VT1000N-M

熱源機接続口
（温水還側）

熱源機接続口
（温水還側）

熱源機接続口
（給水往側）

給湯
温水出口
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エコキュート
ESA-30

C：弱電

A：強電

電源～ユニット

A：強電

C：弱電

B：強電

タンクユニット電源 単相200V

　（ⅰ）タンクユニットを２台組合せる場合
給湯配管接続側タンクユニット 給水配管接続側タンクユニット

A:電源線（ヒータ給電線）

B:信号線（電動弁）

C:温度センサ線

※渡り配管に凍結防止ヒータを設置する場合は、ヒータ
　仕様を確認して別途遮断器・配線を選定してください。

エコキュート
ESA-30

C：弱電

A：強電 A：強電B：強電

タンクユニット電源 単相200V

　（ⅱ）タンクユニットを３台または４台組合せる場合
給湯配管接続側タンクユニット 中間タンクユニット

A：強電

C：弱電

給水配管接続側タンクユニット

エコキュート
ESA-30

C：弱電

A：強電 A：強電B：強電

タンクユニット電源 単相200V 給湯配管接続側タンクユニット 中間タンクユニット1 中間タンクユニット2

A：強電 A：強電

C：弱電

給水配管接続側タンクユニット

電気・配線工事5

５

ユニット間

電源～ユニット ユニット間 ユニット間

電源～ユニット ユニット間 ユニット間 ユニット間

エコキュート～ユニット

エコキュート～ユニット

エコキュート～ユニット
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５
（ⅰ）

（ⅱ）

配線の取出しはユニット正面側から可能です。
を

電源線・信号線用端子台

●電源配線は5-3.温度センサ線および電動弁駆動信号線接続要領に記載の結線図を参照し、電装箱内の端子台へ接続してください。

（ⅲ）

密閉式タンク
種　類

配線太さ電流

保温ヒータ
（連結配管） 合計ユニット内

ヒータ 電源～ユニット ユニット間

配線こう長
漏電遮断器

5(A)

4(A)

3(A)

2(A)
(300Wの場合)

7(A)

7(A)

6(A)

10(A)
6(A)

(300W×3の場合)

4(A)
(300W×2の場合)

３．５

55(m)

65(m)

20(m)

45(m)

20(m)

20(m)

20(m)

20(m)

15A、30mA、0.1sec

配線用遮断器

10A

15A

10A

※渡り配管に凍結防止ヒータを設置する場合は、ヒータ仕様を確認して遮断器・配線を選定してください。
 「電気設備に関する技術基準」及び「内線規程JEAC8001（最新版）」に従い施工してください。

５ 温度センサ線および電動弁駆動信号線接続要領
●エコキュート～密閉式タンク間の温度センサ線および電動弁駆動信号線は、  ユニット間距離に応じて 中継配線キットA：MTH-Q1（10ｍ）もしくは 中継配線　
　キットB：MTH-Q2（20ｍ）(別売)を使用してください。
●タンク間の温度センサ線は以下のものを使用してください。
　温度センサ渡り配線：0.3mm2以上

表中の配線太さ・こう長は、電圧降下2%以内とした場合の値を示します。配線こう長が上表の値を超える場合は、内線規定に従い配線太さを見直してください。イ
ウ 5.53.5 3.5式 式

●タンクユニットの電装箱へ配線を接続するときは、下図に示したパネルを取り外してください。

上側電装箱（ヒータ用）

下側電装箱（温度センサ用）

※各パネル6ヶ所ネジを外す

M-VT6000R
M-VT3000N-H +
M-VT3000N-L

M-VT5000R
M-VT4000N-H +
M-VT1000N-L

M-VT3000R
M-VT1000N-H +
M-VT1000N-M +
M-VT1000N-L

M-VT4000R
M-VT1000N-H +　　　
M-VT1000N-M×2台 +
M-VT1000N-L

密閉式タンク電源仕様：単相200V～50／60Hz電源

（mm2）
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●タンクユニット内の配線経路は下図を参考にして取り回し、バンドで結束してください。
５－３.１配線経路

給湯配管接続側タンクユニット
   M-VT1000N-H
   M-VT3000N-H
   M-VT4000N-H

中間タンクユニット
   M-VT1000N-M

給水配管接続側タンクユニット
　M-VT3000N-L
　M-VT1000N-L

（イ）

（ヘ）

（ト）

（ホ）

タンクユニット間
温度センサ中継線温度センサ中継線

（オプションMTH-Q1
またはQ2）

連結配管用
保温ヒータ給電線

電源線

保温ヒータへ
電動弁駆動信号線
（オプションMTH-Q1またはQ2）

熱源機側
制御基板へ電線用

遮断器へ

連結する各タンクユニット
下側電装箱へ
2連結の場合（ロ）

）ハ（、）ロ（合場の結連3
へ）ニ（、）ハ（、）ロ（合場の結連4

連結するタンクユニット
下側電装箱へ
2連結の場合（ヲ）
3連結、4連結の場合（ヌ）へ

タンクユニット間
電源中継線

中間タンクユニット1

（チ）

（ヌ） （ハ）

連結配管用
保温ヒータ
給電線

タンク
ユニット間
電源中継線

保温ヒータへ

給湯配管接続側
タンクユニット
下側電装箱（ト）へ

連結するタンクユニット
下側電装箱へ
3連結の場合（ヲ）
4連結の場合（ル）へ

タンク
ユニット間
温度センサ
中継線

給湯配管接続側
タンクユニット
上側電装箱（イ）へ

中間タンクユニット2

（リ）

（ル）
（ニ）

連結配管用
保温ヒータ
給電線

タンク
ユニット間
電源中継線

保温ヒータへ

中間タンクユニット1
下側電装箱（ヌ）へ

給水配管接続側
タンクユニット
下側電装箱（ヲ）へ

タンク
ユニット間
温度センサ
中継線

給湯配管接続側
タンクユニット
上側電装箱（イ）へ

（ヲ）

（ロ） タンクユニット間
温度センサ中継線

給湯配管接続側タンクユニット
上側電装箱（イ）へ

タンクユニット間
電源中継線

連結するタンクユニット
下側電装箱へ
2連結の場合（ト）
3連結の場合（ヌ）
4連結の場合（ル）へ
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下図に示した結線図の通りに電装箱内の端子台へ接続してください。
リードマークと端子台の番号を合わせて結線してください。

５－３.２配線接続要領

（１） M-VT3000N-H ＋ M-VT3000N-Lの組合せ
　●給湯配管に接続しているタンクユニット M-VT3000N-H（上下両方の電装箱に配線を接続します）

タンクユニットの上側電装箱

エコキュート

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-H

給湯配管 連結配管

給水配管

Ｓ

オプション
（MTH-Q1
もしくはQ2、
温度センサ線）

ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｷ ﾁｬ ｱｵ ﾊｲ ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｷ ﾁｬ

T1-4 T5-6 T7-9

6C4C8C

熱源機制御基板へ接続

T1-4 T5-6 T7-9

給湯配管接続側タンクユニット

端子台 ﾛ

端子台 ﾛ

端子台 ﾍ

端子台 ｦ

端子台 ｦ

端子台 ﾄ

端子台 ﾄ

端子台 ﾎ

端子台 ｲ

端子台 ｲ

端子台 ｲ

連結配管の
保温ヒータへ接続
（ヒータ給電線）

の下側電装箱へ接続

給水配管接続側タンクユニット
の下側電装箱へ接続

は既設配線
を示します

タンクユニットの下側電装箱

タンクユニットの下側電装箱

ｸﾛ
ｼﾛ
ｱｶ
ｱｵ
ｷ
ﾁｬ
ﾐﾄﾞﾘ

1C

2C
 

漏電遮断器

単相 200V
50/60Hz

T
7
-9

CNTH 7
　ｸﾛ

CNTH 6
　ｸﾛ

CWFV

CWFV

T
7
-9

CNN 11
　ｱｵ

CNN 10
　ﾓﾓ

CNN 9
　ｱｵ

CNN 8
ｱｶ

制御基板
熱源機側

単相 200V 50/60Hz
7C

2C

8C

4C

6C

給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

 

C
W
FV

給水配管接続側
タンクユニットの
下側電装箱へ接続

オプション
 （MTH-Q1もしくはQ2、
温度センサ線）

オプション
 （MTH-Q1もしくはQ2、
電動弁駆動信号線）

●給水配管に接続しているタンクユニット M-VT3000N-L（下側電装箱にのみ配線を接続します）

単相 200V 
50/60Hz

給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

04

10C

給湯配管接続側
タンクユニットの
下側電装箱へ接続

給湯配管接続側タンクユニット
の下側電装箱より

は既設配線を示します

給水配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-L

Ｓ

エコキュート

給湯配管

給水配管

04 05 06 07 08 09 1001 02 03 12 13 14 15 16 181711

20
21
22
23
24
25
28
29
30
31

78
77
76
75
74
73
72
71
70
69
68
67
66
65
64
63
62
61

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18

61

70
71
72
73
74
75
76
77
78

64 65 66 67 68 69 7061 62 63 72 73 74 75 76 787771

93 9490 91 92

T
5
-6

T
1
-4

NL

 
N
L

T
5
-6

T
1
-4

 
N
L

N L
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（２） M-VT4000N-H ＋ M-VT1000N-Lの組合せ
　●給湯配管に接続しているタンクユニット M-VT4000N-H（上下両方の電装箱に配線を接続します）

は既設配線
を示します

エコキュート

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT4000N-H

給湯配管

給水配管

Ｓ

タンクユニットの上側電装箱

T1-4 T5-6

4C8C

熱源機制御基板へ接続

T1-4 T5-6

給湯配管接続側タンクユニット
の下側電装箱へ接続

給水配管接続側タンクユニット
の下側電装箱へ接続

T7-9

6C

T7-9

オプション
（MTH-Q1
もしくはQ2、
温度センサ線）

端子台 ﾍ

端子台 ｲ

端子台 ｲ端子台 ﾛ

端子台 ｦ

端子台 ﾄ

端子台 ﾛ
連結配管の
保温ヒータへ接続
（ヒータ給電線）

タンクユニットの下側電装箱

タンクユニットの下側電装箱

●給水配管に接続しているタンクユニット M-VT1000N-L（下側電装箱にのみ配線を接続します）

 
N
L

単相 200V 50/60Hz

N
L給湯配管接続側

タンクユニットの
下側電装箱へ接続

0403

16C

給湯配管接続側タンクユニット
の下側電装箱より

給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

は既設配線を示します

給水配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-L

Ｓ

エコキュート

給湯配管

給水配管

01 02 0403

ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｷ ﾁｬ ｱｵ ﾊｲ ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｷ ﾁｬ

64 65 66 67 68 69 7061 62 63 72 73 74 75 76 787771

端子台 ｦ

端子台 ﾄ
端子台 ﾎ

端子台 ｲ

ｸﾛ
ｼﾛ
ｱｶ
ｱｵ
ｷ
ﾁｬ
ﾐﾄﾞﾘ

1C

2C
 

漏電遮断器

単相 200V
50/60Hz

T
1
-4

T
5
-6

T
7
-9
CNTH 7
　ｸﾛ

CNTH 6
　ｸﾛ

CWFV

CWFV

T
7
-9

CNN 11
　ｱｵ

CNN 10
　ﾓﾓ

CNN 9
　ｱｵ

CNN 8
ｱｶ

制御基板
熱源機側

単相 200V 50/60Hz
7C

2C

8C

4C

6C

給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

 

C
W
FV

給水配管接続側
タンクユニットの
下側電装箱へ接続

オプション
 （MTH-Q1もしくはQ2、
温度センサ線）

オプション
 （MTH-Q1もしくはQ2、
電動弁駆動信号線）

20
21
22
23
24
25
28
29
30
31

78
77
76
75
74
73
72
71
70
69
68
67
66
65
64
63
62
61

T
5
-6

T
1
-4
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02
03
04

61

76
77
78

93 9490 91 92

連結配管

NL

 
N
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（３） M-VT1000N x 3台または4台の組合せ
　●給湯配管に接続しているタンクユニット M-VT1000N-H（上下両方の電装箱に配線を接続します）

Ｓ

給水配管

3台連結の
場合

エコキュート

Ｓ

給水配管

給湯配管

連結配管①

エコキュート

4台連結の
場合

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-H

給湯配管

連結配管①

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-H

タンクユニットの上側電装箱

は既設配線を示します

給湯配管接続側
タンクユニット
の下側電装箱へ接続

中間タンクユニット1の
　下側電装箱へ接続

※1：4台連結の場合、中間タンク
        ユニット2の下側電装箱へ接続
※2：3台連結の場合、給水配管接続側
        タンクユニット下側電装箱へ接続

給水配管接続側
タンクユニットの
下側電装箱へ接続
（4台連結の場合のみ）

連結配管①の保温ヒータへ
接続（ヒータ給電線）

端子台 ﾆ ※1または ﾛ ※2

オプション
（MTH-Q1
もしくはQ2、
温度センサ線）

ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｷ ﾁｬ ｱｵ ﾊｲ ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｸﾛ ｼﾛ ｱｶ ﾐﾄ
ﾞﾘ ｷ ﾁｬ

T1-4 T5-6 T7-9

6C4C8C

熱源機制御基板へ接続

T1-4 T5-6 T7-9

端子台 ﾍ
端子台 ｲ

端子台 ﾊ
0401 02 03

端子台 ﾛ
0401 02 030401 02 03

64 65 66 67 68 69 7061 62 63 72 73 74 75 76 787771

93 9490 91 92

タンクユニットの下側電装箱

端子台 ﾎ

ｸﾛ
ｼﾛ
ｱｶ
ｱｵ
ｷ
ﾁｬ
ﾐﾄﾞﾘ

CNTH 7
　ｸﾛ

CNTH 6
　ｸﾛ

CWFV

CWFV

CNN 11
　ｱｵ

CNN 10
　ﾓﾓ

CNN 9
　ｱｵ

CNN 8
ｱｶ

制御基板
熱源機側

単相 200V 50/60Hz
7C

 

C
W
FV

オプション
 （MTH-Q1もしくはQ2、温度センサ線）

オプション
 （MTH-Q1もしくはQ2、電動弁駆動信号線）

20
21
22
23
24
25
28
29
30
31

端子台 ｲ

給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

78
77
76
75
74
73
72
71
70
69
68
67
66
65
64
63
62
61

端子台 ﾇ

端子台 ﾄ
 

1C

2C
 

漏電遮断器

単相 200V 50/60Hz

2C

中間タンクユニット1の
下側電装箱へ接続

8C

4C

6C
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1
-4
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　●4連結の場合の中間のタンクユニット2　M-VT1000N-M（上下両方の電装箱に配線を接続します）

タンクユニットの下側電装箱

連結配管③

中間タンクユニット2
M-VT1000N-M

Ｓ

給水配管

給湯配管

エコキュート

4台連結の
場合

単相 200V 50/60Hz

端子台 ﾙ

端子台 ｦ

端子台 ﾇ

0403

4C4C

4C

中間タンクユニット1の
下側電装箱へ接続

2C

は既設配線を示します

給湯配管接続側タンクユニット
の下側電装箱より

中間タンクユニット1
の下側電装箱より

給水配管接続側タンクユニットの
下側電装箱へ接続（4台連結の場合のみ）

　●中間のタンクユニット1　M-VT1000N-M（上下両方の電装箱に配線を接続します）

Ｓ

給水配管

給湯配管

エコキュート

4台連結の
場合

中間タンクユニット1
M-VT1000N-M

連結配管②

　タンクユニットの上側電装箱

連結配管②の保温ヒータへ
接続（ヒータ給電線）

※1：4台連結の場合、
　　  中間タンクユニット
　　  2の下側電装箱へ接続
※2：3台連結の場合、給水配管
　　  接続側タンクユニット
        下側電装箱へ接続

端子台 ﾙ ※1

または ｦ ※2

タンクユニットの下側電装箱

単相 200V 50/60Hz

端子台 ﾇ

端子台 ﾄ 端子台 ﾊ

給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

0403

4C

4C

4C

給湯配管接続側
タンクユニットの
下側電装箱へ接続

2C

は既設配線を示します

給湯配管接続側タンクユニット
の下側電装箱より

中間タンクユニット2※
の下側電装箱より
※3台連結の場合は給水配管
接続側タンクユニット

端子台 ｲ
給水配管接続側タンク
ユニットの上側電装箱より
（4台連結の場合のみ）

Ｓ

給水配管

給湯配管

3台連結の
場合

エコキュート

連結配管②

中間タンクユニット1
M-VT1000N-M

端子台 ﾁ
93 9490 91 92

01
02
03
04

61

64
65
66
67
68
69

72
73

76
77
78

　タンクユニットの上側電装箱

連結配管③の保温ヒータへ
接続（ヒータ給電線）

端子台 ﾘ
93 9490 91 92

端子台 ﾆ 給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

給水配管接続側タンクユニット
の上側電装箱より
（4台連結の場合のみ）

01
02
03
04

端子台 ｲ

61

64
65

72
73

76
77
78

68
69
70
71
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L
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　●給水配管に接続しているタンクユニット M-VT1000N-L（下側電装箱にのみ配線を接続します）

単相 200V
50/60Hz

端子台 ｦ

端子台 ﾙ

中間タンクユニット2の
下側電装箱へ接続

給水配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-L

Ｓ

給水配管

給湯配管

エコキュート

　タンクユニットの下側電装箱

3台連結の
場合

給水配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-L

Ｓ

給水配管

給湯配管

エコキュート

３連結の場合　　４連結の場合

　　４連結の場合

　　３連結の場合

端子台 ｦ

端子台 ﾇ

中間タンクユニット2の
下側電装箱へ接続

0403

4C4C

給湯配管接続側タンクユニット
の下側電装箱より

中間タンクユニット1
の下側電装箱より

端子台 ﾛ 給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

01
02
03
04

61

64
65

72

68
69
70
71

0403

4C

4C

中間タンクユニット2
の下側電装箱より

端子台 ﾛ 給湯配管接続側
タンクユニットの
上側電装箱へ接続

01
02
03
04

端子台 ｲ

端子台 ｲ

61

64
65

76
77
78

68
69

4C

中間タンクユニット1
の下側電装箱より

給湯配管接続側タンクユニット
の下側電装箱より

72
73
74
75

73

78

LN

 
N
L

LN

 
N
L
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下図に示した通りに保温ヒータ用サーモスタットの中継配線を接続してください。
５－３.３連結配管保温ヒータ用サーモスタットの配線方法

（ⅰ）中継配線の収納場所
中継配線は、電装箱が設置されている面の下側パネル
内側に収納されています。
※型式末尾が-Lのタンクユニットには収納されていません。

（ⅱ）サーモスタットの設置場所および接続方法
サーモスタットは、電装箱が設置されている面の
右側タンク上部に設置されています。
※型式末尾が-Hのタンクユニットには設置されていません。

（ⅲ）中継配線の接続先ユニット

①タンクユニットを２台組合せる場合

バンド

バンド等で配線を
配管と結束する

サーモスタット
（配線のみ保温材外側に露出）

サーモスタット中継配線

配線を結束しているバンド（３ヶ所）を切断し、パネルの
貫通穴から配線を引き出します。

配線をパネル貫通穴から引き込み、
上図の配線経路にてサーモスタットと接続します。

・給湯配管接続側タンクユニット（型式末尾：-H）から引き出した中継配線を、
　給水配管接続側タンクユニット（型式末尾：-L）に設置されている
　サーモスタットに接続してください。

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-Hまたは4000N-H

給水配管接続側タンクユニット
M-VT3000N-Lまたは1000N-L

サーモスタット
中継配線 接続

②タンクユニットを３台組合せる場合
・給湯配管接続側タンクユニット（型式末尾：-H）
　から引き出した中継配線を、中間タンクユニット
　（型式末尾：-M）に設置されているサーモスタット
　に接続してください。
・中間タンクユニット（型式末尾：-M）から引き出し
　た中継配線を、給水配管継続側タンクユニット
　（型式末尾：-L）に設置されているサーモスタット
　に継続してください。

給湯配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-H

給水配管接続側タンクユニット
M-VT1000N-L

中間タンクユニット
M-VT1000N-M

接続 接続
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下図に示した結線図の通りに給湯停止弁からの配線を給湯配管に接続するタンクユニット下側電装箱内の電動弁端子台へ接続してください。
●給湯停止弁用中継配線は、配線太さ 0.75mm2以上、３心を使用してください。

５－4．複数の給湯システムを並列で使用する場合

ジャンパー線

給湯停止弁駆動信号線
（実線）

凍結防止切換弁中継配線

20

22

23

24

28

29

31

25

30

21

凍結防止切換弁

　　中継配線

給湯停止弁駆動信号線配線太さ0.75mm
2
以上、3心

　

（現地手配：１－３．オプション・現地手配品リストを参照ください）

COM（アカ）

閉（クロ）

開（シロ）

ジャンパー線0.5mm2（現地手配）

　
※端子番号28はオプションMTH-Q1もしくは

　Q2の電動弁駆動信号線（ミドリ）

　と共締めになります。

　　 

③タンクユニットを４台組合せる場合

・給湯配管接続側タンクユニット（型式末尾：-H）から引き出した中継配線を、

　中間タンクユニット1（型式末尾：-M）に設置されているサーモスタットに接続してください。

・中間タンクユニット1（型式末尾：-M）から引き出した中継配線を、

　中間タンクユニット2（型式末尾：-M）に設置されているサーモスタットに継続してください。

・中間タンクユニット2（型式末尾：-M）から引き出した中継配線を、

　給水配管接続側タンクユニット（型式末尾：-L）に設置されているサーモスタットに継続してください。

給湯配管接続側タンクユニット

M-VT1000N-H

中間タンクユニット1

M-VT1000N-M

中間タンクユニット2

M-VT1000N-M

接続 接続

給水配管接続側タンクユニット

M-VT1000N-L

接続
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６

（１）電源端子台と設置面を500Vメガーで測って1MΩ以上であることを確認してください。

　　　てください。
　　　排水用バルブは各タンクの下にあります。操作する場合は図の斜線で示したサイドパネル下側（両側）をすべて外してください。

６－１．試運転を始める前に
６－１.１一般事項

各パネル6ヶ所ネジを
外す

逃がし弁点検口

　　　最後のタンクの洗浄が終了し、満水になった段階で給水完了となります。

排水用バルブ

排水用バルブ

バルブ数
M-VT 4000N：8台
M-VT 3000N：6台
M-VT 1000N：2台

（１）試運転終了後は給湯システム中のストレーナを清掃してください。
　　　ストレーナ清掃終了後、給湯システムに水漏れがないことを確認し、再度空気抜きをしてください。
（２）引渡し時には、タンクユニット内の逃がし弁の動作確認を１～２回/月の頻度で実施することを客先に依頼してください。
　　　逃がし弁のレバーを上げると排水されます（逃がし弁を操作するときは脚立等を使用してください）。
（３）エコキュート・密閉式タンクを1ヶ月以上使用しないときは、電源を切り、エコキュート・密閉式タンクから水を抜いてください。
　　　水質が変化することがあります。
　　　復旧するときは、エコキュート・密閉式タンクに給水してから電源を投入してください。お湯が正常に出ません。
　　　給湯システムの運転開始時の準備は、販売店にご依頼ください。
【補足】
　　水ポンプ試運転、および初期設定運転はエコキュートの基板上のディップスイッチからでも運転可能です。詳しくはエコキュートの据付
　　説明書を参照してください。
【注意】
　　●水ポンプの試運転完了前は休止中でも凍結防止運転をしません。
　　　外気温度が低い冬期の試運転では配管内の水が凍結する恐れがあります。外気温度が0℃以上あることを確認して試運転を実施
　　　してください。
　　●長期間運転せずに保管する場合は、給湯システムより水を抜いてください。

６－２.２試運転が終わったら

（１）据付工事完了後、給湯システムに給水されていることを確認し、タンクユニットの電源を投入してください。
（２）エコキュートの水ポンプを試運転し、給湯システムの空気抜きをしてください。
　　　エコキュートのリモコンから水ポンプの試運転ができます。
　　　メニュー　→　据付設定　→　サービスパスワード（９９９９）　→　試運転　→　水ポンプ試運転※数十秒後に運転します　
　　　タンクユニットの排水用バルブ、逃がし弁を開けて排水されることを確認してください。
（３）水ポンプ試運転完了後、エコキュートの「初期設定運転」をしてください。
　　　エコキュートのリモコンから初期設定運転ができます。
　　　メニュー　→　据付設定　→　サービスパスワード（９９９９）　→　試運転　→　初期設定運転※数分後に運転します
　　　初期設定運転中はリモコンのＴＯＰ画面に「初期設定運転中」と表示します。
（４）初期設定運転終了後、リモコンの運転/休止スイッチより運転し、試運転をしてください。
　　　運転を開始すると、リモコンのＴＯＰ画面に「貯湯運転中」または「保温運転中」と表示します。
　　　メンテＰＣによりエコキュートの運転状況を確認し、各機能が正常に動作することを確認してください。

６－２．試運転について
６－２.１試運転の手順

ご注意
　●M-VT1000Nを3台または4台組合せて使用する場合はエコキュートのコントローラにて温度センサ本数の設定を変更する必要があります。
　　上記以外では設定を変更する必要はありません。

　エコキュート基板上のソフトスイッチにて、7セグ設定を実施してください。
　　※７セグの設定要領については、エコキュートの据付説明書を参照してください。

（本）
（本）

　上記以外の組合せの場合  （本）

６－１.２エコキュートコントローラの設定
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2.2　連結ユニット設置レイアウト例
本項目は連結ユニットを実際に据付ける際の熱源機およびタンクユニットのレイアウト、必要最
小面積および各接続配管の長さを示したものです。

＜ご注意＞
・実際の据付では、各接続配管はラックなどで適宜支えて下さい。
・図に示した配管のほか、排水管を施工して下さい。

【レイアウト例】

4000R … （ M-VT1000N-H ＋ M-VT1000N-M ｘ 2 ＋ M-VT1000N-L ）

6000R … （ M-VT3000N-H ＋ M-VT3000N-L ）
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3

給水入口

温水出口

4000R
M-VT1000N-H

+ 
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+
M-VT1000N-L
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る
こ
と
）

10150

23
30

300 300 300500 500以上

(8
30
)

( 1600 ) No. 図の配管長（m） 配管サイズ 相当長（m）
1 8.9 20A 11.2
2 3.3 20A 5.6
3 7.0 20A 8.5
4 4.2 32A -
5 4.2 32A -
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名称 型式 図番 芯数×断面積 備考

中継配線セット 10m MTH-Q1 MCF006A004 M-VT1000,3000,4000N 用
　温度センサ中継線 A MCF504A006 8 × 0.3mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線
　温度センサ中継線 B MCF504A006B 4 × 0.3mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線
　温度センサ中継線 C MCF504A006D　 6 × 0.3mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線
　電動弁駆動信号中継線 MCF504A006G   7 × 0.75mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線

中継配線セット 20m MTH-Q2 MCF006A004A M-VT1000,3000,4000N 用
　温度センサ中継線 A MCF504A006A 8 × 0.3mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線
　温度センサ中継線 B MCF504A006C 4 × 0.3mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線
　温度センサ中継線 C MCF504A006F 6 × 0.3mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線
　電動弁駆動信号中継線 MCF504A006H   7 × 0.75mm2 端末処理　熱源機側：コネクタ，　タンク側：裸線

3.1　中継配線セット

3．オプション
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10m（MTH-Q1）
20m（MTH-Q2）

ビニル電線絶縁ビニル
キャブタイヤコード
VCTF,8心,0.3mm2JST製 PAコネクタ

8極,白
PAP-08V-S

ビニル電線絶縁ビニル
キャブタイヤコード
VCTF,4心,0.3mm2

JST製 PAコネクタ
4極,白
PAP-04V-S

ビニル電線絶縁ビニル
キャブタイヤコード
VCTF,6心,0.3mm2JST製 PAコネクタ

6極,白
PAP-06V-S

10m（MTH-Q1）
20m（MTH-Q2）

10m（MTH-Q1）
20m（MTH-Q2）

（外径φ7）

（外径φ5.6）

（外径φ6.5）

375375

H

梱包状態

H
160
300

形　　式
MTH-Q1
MTH-Q2

1. 本図は熱源機に密閉タンクM-VT1000N,3000N,4000Nを接続する場合に必要となる、水温センサ用
　中継ハーネスならびに、凍結防止切換弁（CWFV3）および現地手配の給湯停止弁（CWFV5）駆動用の
　接続配線を示します。
　本配線類はMTH-Q1,2に付属しています。
2. 水温センサ用中継ハーネスの熱源機側の接続はコントロールボックス内部でコネクタ接続となります
　（67ページに示す図A,図B）。
  タンク側の接続は丸端子を現地手配＆施工してください。端子台の位置は67ページの図Cを参照してください。
　密閉タンクユニットのコントロールボックス内にある端子台に番号どおりに接続してください。
3. 結線は67ページの図Bに従って端子台に接続してください。
4.熱源機の試運転時に水温センサの検出温度が適切であるかを確認してください。
　M-VT1000Nとの組み合わせの場合、水温センサは2本となりますので記号2,3は使用しないでください。
　また、端子台に接続しない配線は末端処理を確実に実施してください。
　さらに、熱源機の制御基板の設定を変更する必要がありますので、据付説明書（44ページ、6-1.2項）に
　従って変更してください。
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600Vビニル電線絶縁
ビニルキャブタイヤケーブル
VCT,7心,0.75mm2

（外径φ11.7）
MOLEX製 コネクタ
9極,白
3191-9R1 

アカ

アオ

クロ

シロ

5. 電動弁接続配線の熱源機側の接続はコントロールボックス内部でコネクタ接続
  となります（68ページに示す図D,図E）。
  タンク側の接続は丸端子を現地手配＆施工してください。
  給湯停止弁は、お客様の用途により使用しない場合があります（68ページに示す図G）。
  ただし、使用しない場合でも配線に200Vが印加されますので、すべての配線を端子台に接続してください。
6. 給湯停止弁は現地手配品です。下記仕様の弁を手配してください。
    ・給湯停止弁（CWFV5,二方弁）
    　 　KITZ製 EA200-UTE,<R>EA200-UTE 呼び径 3／4
       ※青銅製のEA200-TEは使用できません。EA200-UTE,<R>EA200-UTEでも呼び径 1 以上は使用できません。
7. 結線は68ページの図Eに従って密閉タンクユニットのコントロールボックス内にある端子台に
　番号どおりに接続してください。端子台の位置は68ページの図Fを参照してください。
  給湯停止弁には、それぞれ白・黒・赤の配線がありますので、配線色を確認し接続してください。
  なお、電動弁の黄色と緑色の配線は使用しません（68ページに示す図E）。末端処理を確実に実施してください。
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コネクタ接続位置

コントロールボックス内のコネクタ接続位置

温度センサ中継線の接続方法

熱源機へ 上水供給口
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MTH-Q1,Q2に付属
中継ハーネス

熱源機 タンク側端子台

密閉タンク
（水温センサ貼付けイメージ）

熱源機からの
湯入口

水温センサ
密閉タンクユニットに付属
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密閉タンクユニットコントロールボックス内
水温センサ用中継ハーネス接続位置

端子台
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コントロールボックス内のコネクタ接続位置

電動弁駆動信号中継線の接続方法

MTH-Q1,2に付属
中継ハーネス

熱源機
タンク側端子台

CWFV3
凍結防止切替弁

CWFV5
給湯停止弁（現地手配品）
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凍結防止切替弁
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給湯停止弁
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フォームC
凍結防止回路側

フォームB
出湯回路側

キ
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（並列システムのみ）

延長する場合は、0.75mm2以上の
配線を使用してください。
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注意
　リードマークと配線色を確認して端子台に接続してください。
　間違った接続をすると故障の原因になります。

出湯口

上水供給口

密閉タンクユニットコントロールボックス内
電動弁駆動配線接続位置

（密閉タンクユニット
　コントロールボックス内）

端子台

アカ
アオ

シロ

アカ
クロ
クロ

クロ



三菱重工業株式会社 冷熱事業本部　〒452-8561　愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地
三菱重工空調システム株式会社　〒141-0031　東京都品川区西五反田7－25－5（ニッセイ五反田アネックスビル）

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。


